


　
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
震
災
の
記
憶
や
教
訓
が
薄
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
災
害
、
特
に
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
災
害
が
起
き
た
と
き
の
準

備
は
万
全
で
す
か
。

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
普
段
か
ら
の
備
え

が
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
家
庭
、
地
域
や
職
場
な
ど
で
、
普
段
か
ら
の
備
え
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
消
防
防
災
課
危
機
管
理
係
（
内
線
２
６
４
５
）

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
て
、
電
気
、
ガ

ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ

て
し
ま
う
と
、
水
や
食
料
な
ど
の
救
援
物
資

が
届
く
の
に
、
３
日
程
度
か
か
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
非

常
持
出
品
や
備
蓄
品
を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
非
常
持
出
品
は
、
災
害
が
発
生
し
て
避
難

す
る
と
き
に
最
初
に
用
意
す
る
も
の
で
、
備

蓄
品
は
災
害
復
旧
ま
で
の
最
低
３
日
間
生
活

で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く
も
の
で
す
。

　
非
常
持
出
品
、
備
蓄
品
は
次
の
ペ
ー
ジ
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ほ
か
に
も
、
助
け
を
呼
ぶ
た
め
の
笛
、
食

事
の
際
に
使
用
す
る
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

食
品
包
装
用
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
、
ア
ル
ミ
ホ

イ
ル
な
ど
が
あ
る
と
便
利
で
す
。

　
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
発
生
す
る
と
、

家
具
が
転
倒
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
家
具
が
転
倒
す
る
と
、
け
が
を

す
る
だ
け
で
な
く
、
避
難
路
を
塞
い
で
し
ま

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
の
被
害
を
防

ぎ
、
安
全
な
逃
げ
道
を
確
保
す
る
た
め
、
転

倒
防
止
対
策
を
と
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
た
ん
す
や
本
棚
は
、
Ｌ
字
金
具
や
支
え
棒

な
ど
で
固
定
し
ま
し
ょ
う
。
2
段
重
ね
の

場
合
は
、
繋
ぎ
目
も
し
っ
か
り
連
結
し
て

　
お
き
ま
し
ょ
う
。本
は
重
い
も
の
を
下
に
、

　
軽
い
も
の
を
上
に
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

・
食
器
棚
は
、
扉
が
開
か
な
い
よ
う
に
留
め

具
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
食
器
な
ど
の
収
納

物
の
落
下
を
防
止
す
る
た
め
に
、
滑
り
止

　
め
シ
ー
ト
な
ど
を
敷
く
こ
と
も
有
効
で
す
。

・
テ
レ
ビ
は
、
家
具
の
上
な
ど
は
避
け
、
で

き
る
だ
け
低
い
位
置
に
設
置
し
、
し
っ
か

り
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

・
照
明
器
具
は
、
鎖
と
金
具
で
数
か
所
を
留

め
て
補
強
し
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
所
ま
で
の
道
順
を
、
実
際
に
歩
い
て

み
て
、
少
し
遠
回
り
で
も
安
全
な
経
路
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
宅
の
倒
壊
や
洪
水
な
ど
で
避
難

が
必
要
な
と
き
、
ど
こ
へ
避
難
し
た
ら
よ
い

か
、
日
ご
ろ
か
ら
各
家
庭
で
話
し
合
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

※
地
域
の
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
な
ど
で
、

　
一
時
的
に
避
難
す
る
場
所
を
決
め
て
い
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。
近
所
で
話
し
合
い
、

　
地
域
の
ル
ー
ル
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
東
日
本
大
震
災
の
と
き
に
は
、
鉄
道
の
運

行
停
止
に
よ
り
、
多
く
の
帰
宅
困
難
者
が
発

生
し
ま
し
た
。
帰
宅
困
難
者
が
一
斉
に
帰
宅

を
開
始
す
る
と
集
団
転
倒
や
沿
道
建
物
か
ら

の
落
下
物
に
よ
り
、
死
傷
す
る
危
険
が
あ
る

と
と
も
に
、
救
助
・
救
急
活
動
や
物
資
輸
送

の
妨
げ
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
交
通

機
関
が
停
止
し
た
と
き
は
、
む
や
み
に
移
動

を
開
始
せ
ず
、
職
場
な
ど
で
待
機
す
る
な
ど

の
時
差
帰
宅
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
９
都
県
市
（
埼
玉
県
を
含
む
１
都

３
県
お
よ
び
５
政
令
市
）
で
は
、
徒
歩
帰
宅

者
を
支
援
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
と
帰
宅
支
援
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
こ
の
協
定
で
は
、

帰
宅
困
難
者
に
対
し
、
水
道
水
や
ト
イ
レ
の

提
供
、
地
図
等
に
よ
る
道
路
情
報
、
ラ
ジ
オ

等
で
知
り
得
た
通
行
可
能
な
道
路
、
近
隣
の

　
首
都
直
下
地
震
帰
宅
困
難
者
等
対
策
協
議

会
で
は
、
企
業
等
に
お
い
て
は
一
斉
帰
宅
の

抑
制
、
従
業
員
の
食
料
・
飲
料
水
・
毛
布
等

の
３
日
分
の
備
蓄
な
ど
の
「
事
業
所
に
お
け

る
帰
宅
困
難
者
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
企
業
等
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
た
対
応
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
内
閣
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.bousai.go.jp/

jishin/syuto/kitaku/kitaku_kyougi_
top.htm

l

）
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
万
が
一
、
自
分
自
身
が
帰
宅
困
難
者
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
こ
の
ス
テ
ッ

カ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
店
舗
の
協
力
を
受
け
な
が

ら
、
無
理
な
く
帰
宅
し
ま
し
ょ
う
。

入
り
口
等
の
見
つ
け
や

す
い
位
置
に
下
の
「
災

害
時
帰
宅
支
援
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
」

が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

避
難
場
所
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
定
に
賛
同
し
た
店
舗
を
「
災
害
時

帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
び
、
店
舗

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
道
路
、
水
道
、

災
害
か
ら
身
を
守
ろ
う

◆
非
常
持
出
品
、
備
蓄
品
の
準
備

自助

自
ら
の
命
は

自
ら
守
る

◆
家
具
の
転
倒
防
止
対
策

◆
避
難
所
・
避
難
ル
ー
ト
の
確
認

◆
帰
宅
困
難
者
に
な
っ
た
ら

●
事
業
所
・
企
業
の
皆
さ
ん
へ

◆
自
主
防
災
組
織
の
設
立

共助

み
ん
な
の
ま
ち
は

み
ん
な
で
守
る
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電
気
、
電
話
な
ど
の
都
市
機
能
が
ま
ひ
し
、

消
防
な
ど
の
防
災
機
関
の
活
動
は
困
難
を
極

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
域
の
方
々
が
自
発

的
に
初
期
消
火
や
救
出
・
救
護
活
動
、
避
難

所
の
運
営
な
ど
を
行
っ
た
地
域
で
は
、
地
震

に
よ
る
被
害
や
混
乱
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
実
際
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒
壊

家
屋
な
ど
か
ら
救
出
さ
れ
た
人
の
約
８
割
が

近
所
の
方
々
に
よ
り
救
出
さ
れ
た
と
い
う
報

告
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
町
内
会
や
自
治
会

の
活
動
の
一
環
と
し
て
自
主
防
災
組
織
を
設

立
し
、
活
動
す
る
こ
と
が
災
害
に
強
い
地
域

に
繋
が
り
ま
す
。
未
設
立
の
地
域
は
、
自
治

会
な
ど
で
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
設
立
に
際
し
て
は
、
ま
ず
消
防
防
災
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
市
民
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
自
主
防
災
組
織
を
設
立
す
る
に
は
、
お
お

む
ね
次
の
よ
う
な
手
順
と
な
り
ま
す
。

①
町
内
会
や
自
治
会
の
役
員
会
な
ど
で
、
自

　
主
防
災
組
織
の
結
成
に
つ
い
て
話
し
合

　
う
。

②
自
主
防
災
組
織
の
規
約
、
組
織
（
役
員
や

　
班
体
制
）
、
活
動
計
画
等
を
作
成
し
、
消

　
防
防
災
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課
に

　
設
立
の
届
け
出
を
す
る
。

　
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
対
象

と
し
た
補
助
金
（
設
立
に
係
る
補
助
、
防
災

訓
練
実
施
に
係
る
補
助
、
資
機
材
購
入
に
係

る
補
助
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

種
研
修
へ
の
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
各
自
主
防
災
組
織
で
は
、
年
１
回

程
度
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
が
行
う
地
域
で
の
防
災
訓

練
は
、
災
害
が
起
き
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、

各
地
域
で
対
処
す
る
初
期
消
火
、
避
難
誘
導

な
ど
を
実
践
的
に
行
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
機
会
で
す
。
地
域
の
防
災
訓
練
に
は
、
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
ご
ろ
か
ら
、
近
所
の
方
を
始
め
と
し

て
、
地
域
の
方
々
な
ど
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
、
最
も
頼
り
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
小
・
中
学
校
、
公
民
館
、

公
共
施
設
等
を
中
心
に
１
１
１
か
所
の
避
難

所
・
避
難
場
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
広
報
く
き
お
知
ら
せ
版
２
月

15
日
号
と
一
緒
に
全
戸
配
布
し
た
「
久
喜
市

暮
ら
し
の
便
利
帳
２
０
１
４
年
保
存
版
」、ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
市
で

◆
自
主
防
災
組
織
を
設
立
す
る
に
は

◆
地
域
の
防
災
訓
練
へ
の
参
加

◆
向
こ
う
三
軒
両
隣

公助

市
や
消
防
な
ど
の

救
援
・
復
興
活
動

◆
避
難
所
・
避
難
場
所

●災害から身を守ろう●

◆
市
か
ら
の
災
害
情
報
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は
、
次
の
方
法
で
災
害
情
報
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
提
供
す
る
「
エ
リ
ア
メ
ー

ル
サ
ー
ビ
ス
」と
、ａ
ｕ
お
よ
び
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
が
提
供
す
る
「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
、
災
害
・
避
難
情
報
の
配
信

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ー
ル
は
、
市
内
に
い
る
だ
け
で
受
信
が

可
能
で
、
通
常
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
と

は
異
な
り
、
災
害
時
で
も
一
斉
送
信
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
該
当
機
種
を
ご
利
用
で
あ
れ

ば
、
申
し
込
み
不
要
で
、
月
額
利
用
料
や
通

信
料
は
無
料
で
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
た
め
に
は
、

携
帯
電
話
の
受
信
設
定
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
機
種
に
よ
っ
て
は
、
対
応
し
て
い

な
い
も
の
や
、
一
部
機
能
が
使
え
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
対
応
機
種
や
設
定
方
法
な
ど

は
各
携
帯
電
話
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
防
災

行
政
無
線
に
よ
り
、
災
害
情
報
を
放
送
し
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
放
送
内
容
を
携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン
へ
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
「
久
喜
市

防
災
行
政
無
線
情
報
」
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
災
害
時
に
お
け
る
有
効
な
情
報
伝
達
手

段
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ

い
。
登
録
料
は
無
料
で
す
（
た
だ
し
、
登
録

や
メ
ー
ル
着
信
時
の
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
・
回

線
使
用
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）
。

　
配
信
を
希
望
す
る
方
は
、
携
帯
電
話
ま
た

は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
仮
登
録
用
ア
ド
レ
ス

（kuki.bousai@m
pm
e.jp

）に
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
の

携
帯
電
話
の
方
は
、
下

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
こ
と
で
送
信
で
き
ま
す
。

　
気
象
庁
で
は
、
平
成
25
年
８
月
30
日
か

ら
、「
特
別
警
報
」の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
特
別
警
報
は
、
警
報
・
注
意
報
な
ど
の
気

象
情
報
と
同
じ
く
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
と

い
っ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
通
じ
て
、
対
象
と
な
る
地
域
の

方
々
へ
伝
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
久
喜
市
防

災
行
政
無
線
で
も
放
送
を
行
い
ま
す
。

・
特
別
警
報
は
、
数
十
年
に
一
度
の
激
し
い

　
豪
雨
や
暴
風
な
ど
に
よ
る
重
大
災
害
の
危

　
険
性
が
非
常
に
高
ま
っ
た
と
き
に
発
表
さ

　
れ
ま
す
。

・
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
周
囲
の
状
況
を
踏

　
ま
え
、
避
難
指
示
・
避
難
勧
告
な
ど
の
情

　
報
に
留
意
し
、
直
ち
に
命
を
守
る
た
め
の

　
行
動
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
特
別
警

　
報
が
発
表
さ
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
安
心

　
す
る
こ
と
は
禁
物
で
す
。

　平成25年は、新たに以下の企業、団体、
自治体と災害時応援協定を締結しました。
①平成25年３月５日、生活協同組合コープ
みらいと「災害時における応急生活物資
供給等の協力に関する協定」を締結しま
した。生活協同組合コープみらいには、
応急生活物資の調達および供給、物資搬
送車両の確保についてご協力いただける
ことになりました。
②平成25年３月21日、埼玉県倉庫協会東部
地区協議会と「災害時における物資の保
管等に関する協定」を締結しました。同
会には、災害発生時における物資の保管
等についてご協力いただけることになり
ました。
③平成25年６月５日、大規模災害時に備え
遠隔地の自治体との協定として、愛知県
刈
かり

谷
や

市と「災害時における相互応援に関
する協定」を締結しました。刈谷市と
は、食糧、飲料水および生活必需物資の
提供、施設の応急復旧に必要な資機材お
よび物資の提供、職員の派遣などについ
て、相互に協力することになりました。

　
皆
さ
ん
は
関
東
大
震
災
か
ら
90
年
が
過
ぎ

て
い
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

 
90
年
前
の
震
災
で
は
、
人
々
の
思
い
込
み

や
偏
見
に
よ
る
民
族
差
別
、
職
業
差
別
、
よ

そ
者
差
別
な
ど
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
事
件

が
発
生
し
、
外
国
人
な
ど
に
対
す
る
虐
殺
が

あ
っ
た
と
当
時
の
新
聞
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
新
潟
県
中

越
沖
地
震
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
大
き
な
災

害
が
起
こ
る
た
び
に
、
避
難
所
で
の
高
齢

者
、
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
「
災
害
時
要
援

護
者
」
や
女
性
へ
の
配
慮
不
足
が
問
題
と
な

り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
根
拠
の
な
い
思
い
込
み
や
偏
見
か

ら
農
水
産
物
等
へ
の
風
評
被
害
や
、
避
難
者

が
ホ
テ
ル
で
の
宿
泊
を
拒
否
さ
れ
た
り
、
小

学
生
が
避
難
先
の
学
校
で
い
じ
め
ら
れ
た
り

す
る
人
権
侵
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
人
は
な
ぜ
誤
っ
た
認
識
や
偏
見
に
よ
り
、

人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
災
害
時
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
心
掛

け
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
は
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
歴
史
か
ら
学
び
、
災
害
時
に
は
平
常
時

以
上
に
ま
わ
り
の
人
を
思
い
や
り
、
行
動
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
普
段
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
認
識
を
深

め
て
お
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

問
合
せ　
生
涯
学
習
課
人
権
教
育
係
（
菖
蒲

総
合
支
所
内
／
内
線
３
６
６
）

　
市
で
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
安
心
・
安
全
メ
ー
ル
で
、

災
害
情
報
の
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、
災
害
に
関
す
る
情
報

や
、
市
内
の
道
路
通
行
止
め
な
ど
の
情
報
を

掲
載
・
配
信
し
ま
す
。

●
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー
ル

●
防
災
行
政
無
線 

◆
特
別
警
報

市の災害時応援協定

人権人権
それは愛それは愛

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

〜
災
害
時
の
思
い
や
り
〜

●災害から身を守ろう●

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ

　

イ
ス
ブ
ッ
ク
、
安
心
・
安
全
メ
ー
ル
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施
設
名

問
合
せ

菖
蒲
温
水
プ
ー
ル
（
ア
ク
レ
）

生涯学習課スポーツ振興係
（内線368）

鷲
宮
温
水
プ
ー
ル

鷲
宮
体
育
セ
ン
タ
ー

鷲
宮
運
動
広
場

南
栗
橋
ス
ポ
ー
ツ
広
場

栗
橋
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

寺
田
公
園

菖蒲総合支所建設課公園係
（内線285）

上
大
崎
運
動
公
園

森
下
緑
地
グ
ラ
ウ
ン
ド

あ
や
め
公
園

寺
田
緑
地
グ
ラ
ウ
ン
ド

ふ
れ
あ
い
広
場

南
栗
橋
近
隣
公
園

桜
田
運
動
公
園

沼
井
公
園

※利用申請および予約の方法は従来と同様です。

　
内
閣
府
の
ま
と
め
に
よ
る
と
全
国
の
自
殺

者
は
、
平
成
24
年
で
２
万
７
８
５
８
人
と
平

成
22
年
以
降
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
毎
年
多
く
の
人
が

自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
警
察

統
計
に
よ
る
と
、
県
内
の
自
殺
者
は
、
平
成

24
年
が
１
５
７
１
人
で
平
成
23
年
よ
り
も
96

人
減
少
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
市
で
も
平
成
24
年
に
36
人
の
人

が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。
（
埼
玉
県
警

察
統
計
）

　
春
は
、
１
年
の
中
で
も
自
殺
者
が
多
い
季

節
で
す
。
進
学
、
就
職
、
転
勤
な
ど
環
境
の

変
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
影
響
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
「
死
に
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
と
、
「
本
当
は
死
に
た
く
な

い
」
と
い
う
気
持
ち
と
の
間
で
揺
れ
動
き
、

何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
な
か
な
か
周
囲
の
人
に

は
悩
み
を
言
い
出
せ
ず
、
悩
み
を
一
人
で
抱

え
込
ん
で
い
ま
す
。

　
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
、
元
気
が
な
い
な

ど
気
に
な
る
人
が
い
た
ら
、
声
を
掛
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。
家
族
や
職
場
の
同
僚
な
ど
身

近
な
人
は
、
何
ら
か
の
サ
イ
ン
に
早
く
気
付

く
こ
と
の
で
き
る
大
切
な
存
在
で
す
。

●
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」

　
最
近
、眠
れ
な
い
、

い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
す

る
…
。

　
そ
ん
な
心
の
ス
ト
レ
ス
度
や
落
ち
こ
み
度

が
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
で
簡
単
に
チ
ェ
ッ

ク
で
き
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
次
の
ア
ド
レ
スhttps://

fi shbow
lindex.jp/kuki/

か
ら
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　
携
帯
電
話
か
ら
は
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
込
む
こ
と
で
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
医
療
課
健
康
企
画
係

　
　
　
　
（
内
線
３
４
２
２
）

　
市
立
体
育
施
設
、
栗
橋
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
久
喜
市
都
市
公
園
の
有
料
施
設

等
の
施
設
の
管
理
、
運
営
を
４
月
１
日
か
ら

指
定
管
理
者
が
行
い
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
指
定
管
理
者　
シ
ン
コ
ー
ス

ポ
ー
ツ
・
サ
ン
ワ
ッ
ク
ス
共
同
事
業
体

指
定
期
間　
５
年
間
（
平
成
26
年
４
月
１
日

〜
平
成
31
年
３
月
31
日)

生活は困っていませんか。

こころは疲れていませんか。

　弁護士・司法書士・社会福祉士等による「多
重債務・生活・失業相談」および精神保健福祉
士・臨床心理士等による「こころの健康相談」
を行っています。
　さまざまな生活面の問題やこころの健康につ
いて悩んだら、まずはご相談ください。
日時　毎週木曜日　15時～19時（祝日を除く）
場所　Ｊ

ジ ャ ッ ク

ＡＣＫ大宮５階集会室（大宮駅西口徒
歩１分／さいたま市大宮区錦

にしき

町
ちょう

682－2）
対象　県内在住の方
費用　無料
事前予約受付期間　３月20日㈭までの月～金
曜日
事前予約・問合せ　暮らしとこころの総合相談
会事務局　☎048－782－4675［月～金曜日（祝
日を除く）10時～17時］
※当日相談も可。当日受付の場合は14時30分か
　らです。

※
休
館
・
休
場
日
、
利
用
時
間
、
利
用
料
の

　
支
払
い
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
殺
の
現
状

自
殺
の
現
状

身
近
な
人
の
サ
イ
ン
に

身
近
な
人
の
サ
イ
ン
に

気
づ
い
て
！

気
づ
い
て
！

ス
ト
レ
ス
度
・
落
ち

ス
ト
レ
ス
度
・
落
ち

込
み
度
を
チ
ェ
ッ
ク
！

込
み
度
を
チ
ェ
ッ
ク
！

「暮らしとこころの総合相談会」

施
設
の
指
定
管
理
者
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

〜
３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
で
す
〜

あ
な
た
の
支
え
が
自
殺
を
防
ぎ
ま
す

広報　くき　2014（平成26年）.３5



鈴
す ず

木
き

清
き よ

子
こ

議員

（栗橋連合婦人会）

岡
お か

安
や す

まどか議員

（県立久喜北陽高等学校）

　
平
成
25
年
11
月
１
日
㈮
、
「
２
０
１
３
久
喜
市
い
き
い
き
女
性
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
女
性
議
会
は
久
喜
市
の
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
女
性
が
市
政

参
加
へ
の
意
識
を
高
め
、
女
性
の
視
点
か
ら
と
ら
え
た
意
見
や
要
望
、
提
案
な
ど
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
男
女
共
同
参
画
推
進
団
体
「
女ひ

と

と
男ひ

と

い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
久
喜
」
と
の
共

催
、
久
喜
市
議
会
の
後
援
に
よ
り
、
開
催
し
ま
し
た
。

　
女
性
議
員
は
、
一
般
公
募
３
人
、
女
性
団
体
等
か
ら
の
推
薦
12
人
、
市
内
在
学
の
高
校
生
と

大
学
生
の
７
人
の
計
22
人
で
す
。
議
長
は
半は

ん

田だ

陽よ
う

子こ

議
員
、
副
議
長
は
髙た

か

川が
わ

遥は
る
か

議
員
が
務
め
ま

し
た
。

　
幅
広
い
年
代
層
の
女
性
議
員
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
出
さ
れ
、
田
中
市
長
や
吉
田
教
育

長
が
答
弁
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
質
問
と
答
弁
の
一
部
を
抜
粋
し
、
そ
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
会
議
録

の
全
文
は
、
人
権
推
進
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　
人
権
推
進
課
男
女
共
同
参
画
係
（
内
線
２
３
２
２
）

【
質
問
】
災
害
時
の
見
え
る
化
促
進
事
業
で
、

防
災
無
線
の
塔
な
ど
に
文
字
情
報
を
表
示
す

る
な
ど
の
考
え
は
／
雑
音
が
な
く
難
聴
者
に

鮮
明
に
聞
こ
え
る
「
ル
ー
プ
」
を
市
民
懇
談

会
に
設
置
で
き
る
か

【
答
弁
】
市
長

　
市
で
は
防
災
行
政
無
線
を
市
内
全
域
に
設

置
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、

防
災
行
政
無
線
情
報
メ
ー
ル
な
ど
の
整
備
、

充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
携
帯

電
話
会
社
３
社
と
提
携
し
て
エ
リ
ア
メ
ー

ル
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
も
導
入
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
伝
達

手
段
を
検
討
し
、
文
字
情
報
表
示
装
置
の
設

置
に
つ
い
て
も
調
査
、
研
究
し
ま
す
。

　
菖
蒲
文
化
会
館
（
ア
ミ
ー
ゴ
）
に
ル
ー
プ

設
備
が
あ
り
ま
す
。
移
動
可
能
な
設
備
で
す

の
で
、
今
後
市
民
懇
談
会
で
活
用
し
ま
す
。

【
答
弁
】
市
長

　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
な
ど
害
虫
が
発
生

す
る
時
期
の
前
に
、
樹
木
の
幹
に
害
虫
発
生

を
抑
制
す
る
薬
剤
を
注
入
し
た
り
、
餌
を
付

け
た
捕
獲
器
を
設
置
し
て
抑
制
に
努
め
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
枝
を
剪
定
し
て
害
虫
が
発

生
し
に
く
く
し
た
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
で
早
期

発
見
し
、
害
虫
の
つ
い
た
枝
を
切
り
落
と
し

ま
す
。
人
体
へ
の
影
響
や
自
然
環
境
へ
の
負

荷
を
抑
え
る
た
め
、
薬
剤
は
極
力
使
わ
な
い

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
や
む
を
得
ず
薬
剤
を

使
う
場
合
は
、
近
隣
の
方
々
に
十
分
お
知
ら

【
質
問
】
緑
と
人
が
調
和
し
た
、
久
喜
市
の

害
虫
駆
除
対
策
に
つ
い
て

20132013久喜市いきいき女性議会久喜市いきいき女性議会
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野
の

原
は ら

正
ま さ

子
こ

議員

（民生委員・児童委員協議会）

井
い の

上
う え

綾
あ や

子
こ

議員

（東京理科大学経営学部）

廣
ひ ろ

田
た

真
ま

奈
な

美
み

議員

（県立久喜工業高等学校）

髙
た か

川
が わ

遥
はるか

議員

（県立久喜高等学校）

菊
き く

地
ち

実
み

咲
さ き

議員

（県立栗橋北彩高等学校）▲田中市長による答弁

せ
し
、
薬
剤
量
、
散
布
範
囲
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
子
ど
も
や
高
齢
者
や
障
が
い
者
が

気
軽
に
集
え
る
場
作
り
を
考
え
て
い
る
か

【
答
弁
】
市
長

　
市
で
は
「
久
喜
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域

福
祉
活
動
計
画
」
を
基
に
「
地
域
住
民
の
ふ

れ
あ
い
と
交
流
の
場
と
な
る
活
動
拠
点
づ
く

り
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
支

援
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
高
齢
者
等
へ
の
生
き
が
い
づ
く

り
の
た
め
の
「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
元
気
サ
ロ

ン
事
業
」
や
、
県
の
「
健
康
長
寿
埼
玉
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
モ
デ
ル
事
業
」
の
一
環
と
し
て

「
わ
し
宮
団
地
・
三
世
代
ふ
れ
あ
い
交
流
事

業
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
ふ

れ
あ
い
と
交
流
の
場
の
実
現
に
向
け
て
、
久

喜
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
も
連
携
し
、

更
な
る
活
動
拠
点
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

【
質
問
】
業
務
用
の
太
陽
光
発
電
は
ど
の
く

ら
い
普
及
し
て
い
る
か
／
一
般
家
庭
へ
の
太

陽
光
発
電
導
入
事
業
と
し
て
の
取
り
組
み
は

／
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
の
今
後
の
予

定
は

【
答
弁
】
市
長

　
平
成
24
年
度
ま
で
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
た
公
共
施
設
は
12
施
設
で
合
計

出
力
は
約
１
５
５
ｋ
ｗ
で
し
た
。
一
般
家
庭

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
国
が
実
施
す
る
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
者
に
対

す
る
補
助
金
の
対
象
と
な
っ
た
方
の
中
か

ら
、
予
算
の
範
囲
内
で
発
電
出
力
１
ｋ
ｗ
あ

た
り
２
万
円
、
上
限
４
ｋ
ｗ
、
８
万
円
を
交

付
す
る
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
補
助
事
業
を
継
続
し
、
市
の
公

共
施
設
に
お
い
て
も
可
能
な
限
り
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

器
の
活
用
に
つ
い
て
も
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
市
内
循
環
バ
ス
運
行
事
業
に
対
し

ど
の
よ
う
な
目
的
で
取
り
組
ん
で
い
る
か
／

今
後
の
延
長
予
定
は

【
答
弁
】
市
長

　
市
内
循
環
バ
ス
は
市
民
の
皆
さ
ま
が
公
共

施
設
を
利
用
す
る
際
の
交
通
手
段
の
確
保
を

目
的
に
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
見
直
し

を
行
い
「
日
常
生
活
の
利
便
性
向
上
」、「
交

通
空
白
地
域
の
交
通
利
便
性
向
上
」、「
高
齢

者
、
障
が
い
者
な
ど
移
動
が
困
難
な
方
の
外

出
の
機
会
を
提
供
す
る
社
会
参
加
支
援
」
、

「
マ
イ
カ
ー
抑
制
に
よ
る
交
通
事
故
の
縮

減
・
渋
滞
緩
和
」、「
環
境
負
荷
の
軽
減
」
を

目
的
に
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
22
日
か
ら
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行

開
始
に
合
わ
せ
、
市
内
循
環
バ
ス
の
ル
ー
ト

を
一
部
延
伸
し
、
「
除
堀
・
所
久
喜
循
環
」

を
菖
蒲
地
区
の
三
箇
小
学
校
付
近
ま
で
延

伸
、
「
久
喜
本
循
環
」
を
わ
し
宮
団
地
周
辺

ま
で
延
伸
し
ま
し
た
。

【
質
問
】
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
に
つ
い

て
、
市
と
高
校
生
で
一
緒
に
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
企
画
す
る
こ
と
は
で
き
る
か

【
答
弁
】
市
長

　
市
は
久
喜
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
「
久
喜
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
情
報
提
供
や
相
談
、
派
遣
調

整
、
各
種
養
成
講
座
の
開
催
、
活
動
団
体
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

生
徒
会
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
の
参
加

や
、
個
人
と
し
て
の
参
加
が
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。
今
後
も
高
等
教
育
機
関
と
の
連

携
・
協
力
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
と
の
こ

と
で
す
の
で
、
久
喜
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

【
質
問
】
久
喜
市
の
観
光
に
つ
い
て
、
市
で

は
ア
ニ
メ
聖
地
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

し
て
県
と
連
携
し
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行

う
予
定
か

【
答
弁
】
市
長

　
鷲
宮
神
社
は
ア
ニ
メ
「
ら
き
☆
す
た
」
の

舞
台
地
の
一
つ
で
、ア
ニ
メ
の「
五
大
聖
地
」

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ら
き
☆
す
た
」
の
取
り
組
み
は
、
鷲
宮

商
工
会
を
中
心
に
、
関
連
商
品
の
開
発
や
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
市
は
裏
方
と
し
て
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
の
「
ア
ニ
メ
の
聖

地
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
の
連
携
で
は
、

「
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
ま
つ
り
ｉ
ｎ
埼
玉
」の
イ

ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
「
ら
き
☆
す
た
」
の
イ

ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
痛
ボ
ー
ト
の
展
示
や
、

「
ア
ニ
玉
コ
ス
プ
レ
ト
レ
イ
ン
」
に
お
い

て
、
栗
橋
商
工
会
が
取
り
組
む
「
鉄
道
む
す

め　
栗
橋
み
な
み
」
に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト

が
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●２０１３久喜市いきいき女性議会●
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島
し ま

村
む ら

志
し

美
み

子
こ

議員

（菖蒲町連合婦人会）

進
し ん

藤
ど う

律
り つ

子
こ

議員

（ボランティア団体協議会）

貝
か い

瀬
せ

亜
あ

侑
ゆ

美
み

議員

（県立鷲宮高等学校）

坂
さ か

庭
に わ

恵
け い

子
こ

議員

（栗橋連合婦人会）

岩
い わ

佐
さ

恵
え

美
み

子
こ

議員

（ＮＰＯ法人ハローハンディ
キャップ・タイム他）

新
あ ら

井
い

千
ち

鶴
づ

子
こ

議員

（母子愛育連合会）

▲吉田教育長による答弁

【
答
弁
】
市
長

　
「
健
康
・
食
育
ま
つ
り
」
は
、
市
民
の
健

康
づ
く
り
と
食
育
の
推
進
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
的
に
、
実
行
委
員
会
形
式
で
開
催

さ
れ
、
平
成
25
年
度
で
２
年
目
と
な
り
ま

す
。
昨
年
度
の
反
省
会
に
お
い
て
、
各
地
区

で
の
開
催
を
希
望
す
る
意
見
を
い
た
だ
き
、

実
行
委
員
会
に
お
い
て
、検
討
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ま
つ
り
の
周
知
、
定
着
の
必
要

性
か
ら
、
昨
年
度
と
同
様
、
久
喜
地
区
で
の

開
催
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
当
面
は
久
喜

地
区
で
開
催
さ
れ
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま

す
が
、
今
後
実
行
委
員
会
で
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
質
問
】「
久
喜
市
健
康
・
食
育
ま
つ
り
」を

各
地
区
で
開
催
し
て
は
ど
う
か

【
質
問
】
少
子
化
問
題
に
関
連
す
る
小
・
中

学
校
の
現
状
と
活
動
に
つ
い
て
の
見
解
は
／

部
活
に
関
し
て
他
校
と
の
協
力
な
ど
を
考
え

て
い
る
か

能
力
を
養
う
た
め
に
は
、
豊
か
な
ふ
れ
あ
い

や
体
験
を
経
験
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
状
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
児
童
・
生
徒
数

の
減
少
に
伴
う
問
題
に
対
し
、
各
学
校
で
創

意
工
夫
を
し
た
教
育
活
動
を
実
践
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　
市
内
中
学
校
の
中
に
は
、
部
活
動
の
指
導

計
画
の
中
に
、
他
校
と
の
合
同
練
習
を
位
置

づ
け
た
り
、
外
部
指
導
者
を
招し

ょ
う

聘へ
い

し
、
顧
問

の
教
員
と
協
力
す
る
中
で
自
校
で
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
会
参
加
に
あ
た
り
、
合
同
チ
ー

ム
に
よ
る
大
会
出
場
も
可
能
と
な
っ
て
き
て

お
り
、
生
徒
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
で
き
る
場
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
答
弁
】
市
長

　
今
年
度
、
久
喜
駅
西
口
大
通
り
で
あ
る
県

道
六
万
部
久
喜
停
車
場
線
に
お
い
て
、
久
喜

駅
か
ら
県
道
さ
い
た
ま
栗
橋
線
ま
で
の
一
部

の
区
間
に
は
じ
め
て
自
転
車
レ
ー
ン
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
新
た
に
計
画
さ
れ
る
幹

線
道
路
の
自
転
車
レ
ー
ン
に
つ
い
て
も
研
究

し
ま
す
。

　
市
で
は
四
季
ご
と
の
交
通
安
全
運
動
実
施

期
間
に
合
わ
せ
、
自
転
車
の
安
全
利
用
に
つ

い
て
周
知
し
て
い
る
ほ
か
、
警
察
、
交
通
安

全
協
会
、
交
通
安
全
母
の
会
な
ど
に
協
力
を

【
質
問
】
自
転
車
事
故
対
策
に
つ
い
て
、
自

転
車
用
通
路
の
整
備
予
定
は
／
交
通
安
全
対

策
の
取
り
組
み
の
予
定
は

い
た
だ
き
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
、
交

通
安
全
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

自
転
車
教
室
の
開
催
や
市
内
全
て
の
小
学
校

で
交
通
安
全
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
総
合
的

な
交
通
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
、
通

信
教
育
や
出
前
講
座
な
ど
個
人
で
学
べ
る
機

会
の
検
討
を

【
答
弁
】
教
育
長

　
市
に
は
高
齢
者
大
学
が
あ
り
ま
す
が
、
定

期
的
な
時
間
が
持
て
ず
学
び
た
く
て
も
学
べ

な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
通

信
教
育
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

出
前
講
座
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

13
分
野
56
講
座
あ
り
、
年
間
40
以
上
の
出
前

講
座
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
市

民
大
学
の
公
開
講
座
は
郷
土
の
歴
史
や
経
営

学
な
ど
の
講
座
を
市
内
各
所
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
公
民
館
事
業
で
も
パ
ソ
コ
ン
、
料

理
、
文
学
、
健
康
体
操
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
「
広
報

く
き
」
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
学
習
情

報
を
積
極
的
に
提
供
し
ま
す
。

【
質
問
】
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜
に
つ
い

て
、
土
・
日
・
祝
日
に
入
浴
施
設
を
開
放
し
、

ヘ
ル
パ
ー
同
行
で
利
用
で
き
る
よ
う
な
管
理

方
法
の
検
討
を

【
答
弁
】
市
長

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
介
助
浴
室
は
、
障

が
い
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
月
曜
か
ら

金
曜
ま
で
の
午
前
中
を
、
高
齢
者
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
月
曜
か
ら
金
曜
の
午
後
と

土
曜
の
午
前
中
を
、
祝
日
も
含
め
て
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
衛
生
管
理
と
し

て
、
土
曜
日
の
午
後
お
よ
び
日
曜
日
は
、
ろ

過
装
置
の
洗
浄
や
お
湯
抜
き
な
ど
の
定
期
清

掃
お
よ
び
除
菌
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
一
般
開
放
は
難
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
今
後
も
、
障
が
い
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
、「
と
も
に
生
き
と
も
に
暮
ら
す

共
生
社
会
づ
く
り
」
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】
ア
レ
ル
ギ
ー
を
も
つ
子
ど
も
の
給

食
に
つ
い
て
の
対
応
は
／
い
じ
め
問
題
に
つ

い
て
、
学
校
、
保
護
者
、
教
育
委
員
会
等
の

【
答
弁
】
教
育
長

　
小
・
中
学
生
の
時
期
に
培
う
べ
き
資
質
や
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髙
た か

瀨
せ

文
ふ み

代
よ

議員

（食生活改善推進員協議会）

久
く

保
ぼ

たち子
こ

議員

（青少年育成推進員協議会）

木
き

上
が み

裕
ゆ う

子
こ

議員

（公募）

稲
い な

葉
ば

澄
す み

子
こ

議員

（栗橋連合婦人会）

半
は ん

田
だ

陽
よ う

子
こ

議員

（栗橋連合婦人会）

【
答
弁
】
教
育
長

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
栄
養
士
、

担
任
、
養
護
教
諭
な
ど
に
よ
る
面
接
を
実
施

し
、
代
替
食
な
ど
の
対
策
を
講
じ
、
誤
食
防

止
を
図
っ
て
い
ま
す
。
万
が
一
、
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
の
疑
い
が
生
じ
た
場

合
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
校
内
研
修
を
実
施

し
、
全
て
の
教
員
が
即
時
に
的
確
に
対
応
で

き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
学
校
は
、
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期

対
応
、
早
期
解
決
を
基
本
方
針
に
、
家
庭
、

地
域
と
連
携
を
図
り
対
応
し
ま
す
。
授
業
、

校
外
学
習
、
体
育
祭
な
ど
で
は
絆
を
深
め
、

人
間
関
係
を
育
む
機
会
と
し
、
啓
発
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、
８
月
に
開
催
し
た
中
学
生
サ
ミ
ッ

ト
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は「
い
じ
め
ゼ
ロ
！　
今
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。
」
で
、
各
校
で
の

特
徴
的
な
取
り
組
み
を
発
表
し
、
生
徒
自
ら

が
考
え
、
他
校
の
取
り
組
み
か
ら
自
校
に
生

か
せ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
び
、
共
同
宣

言
を
採
択
し
ま
し
た
。
こ
の
内
容
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
中
央
公
民
館
に
調
理
実
習
の
設
備

を
／
小
・
中
学
校
の
調
理
実
習
室
設
備
は
、

電
子
レ
ン
ジ
が
無
い
な
ど
差
が
あ
る
。
食
育

【
答
弁
】
教
育
長

　
中
央
公
民
館
を
除
く
7
つ
の
公
民
館
に
は

調
理
実
習
設
備
が
あ
り
、
皆
さ
ま
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
中
央
公
民
館
の
利
用

状
況
は
極
め
て
高
く
、
調
理
実
習
の
た
め
の

設
備
を
整
備
す
る
た
め
に
は
い
ず
れ
か
の
部

屋
を
転
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
多
額
の
改

修
費
用
が
必
要
で
す
。
現
時
点
で
は
調
理
実

習
設
備
の
あ
る
公
民
館
の
活
用
に
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

　
小
・
中
学
校
の
義
務
教
育
で
は
、
調
理
に

関
す
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
を
学
習
し

て
お
り
、
授
業
を
行
う
上
で
電
子
レ
ン
ジ
は

特
に
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
調
理
時

間
短
縮
や
部
活
動
等
で
使
用
す
る
学
校
も
あ

り
、
学
校
の
要
望
に
応
じ
て
電
子
レ
ン
ジ
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
食
育
に
つ
い
て
は
学
校

の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

【
質
問
】
青
少
年
健
全
育
成
団
体
の
統
合
と

連
絡
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

【
答
弁
】
市
長

　
合
併
後
３
年
が
経
過
し
、
青
少
年
の
健
全

育
成
を
活
動
目
的
と
し
て
い
る
団
体
に
つ
い

て
も
一
体
的
な
団
体
運
営
、
効
率
・
効
果
的

な
事
業
実
施
な
ど
か
ら
統
合
へ
の
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
各
団
体
の
活

動
実
績
や
構
成
団
体
、
規
模
等
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
実
情
に
配
慮
し
、
団
体
間
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
各
団

体
の
活
動
状
況
や
構
成
団
体
な
ど
の
情
報
交

換
を
行
う
よ
う
な
協
議
の
場
を
設
け
、
そ
の

中
で
統
合
へ
の
基
礎
作
り
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
連
絡
協
議
会
に
つ
い
て
は
、協
議
を
重
ね
、

各
団
体
の
総
意
に
よ
り
設
置
し
た
い
と
考
え

ま
す
。
連
絡
協
議
会
が
軌
道
に
乗
っ
た
際
に

は
４
地
区
で
統
一
し
た
事
業
実
施
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

【
答
弁
】
市
長

　
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
平
成
22
年

度
77
件
、
23
年
度
46
件
、
24
年
度
33
件
で
統

計
上
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

Ｄ
Ｖ
は
潜
在
化
し
や
す
い
問
題
で
あ
り
、
安

易
に
減
少
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
被
害
者
の
身
の
安
全
確
保
を
第
一

に
考
え
、
相
談
業
務
の
ほ
か
、
庁
内
、
庁
外

組
織
が
連
携
し
、
支
援
や
保
護
に
努
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
主
要
機
能
と
ほ
ぼ
同
様
の
体
制

が
整
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
現
時
点
で
は
セ
ン
タ
ー
設
置
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】
真
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
市
内
の
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
と
増
加

の
有
無
／
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
予
定
に
つ
い
て

【
質
問
】
栗
橋
駅
西
口
の
サ
イ
シ
ン
前
の
交

差
点
は
通
学
路
で
す
が
横
断
歩
道
が
消
え
か

【
質
問
】
栗
橋
公
民
館
前
の
市
道
栗
橋
31
号

線
に
つ
い
て
、
一
方
通
行
終
点
の
先
に
あ
る

公
民
館
の
緊
急
用
出
入
口
を
日
常
利
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て

【
答
弁
】
教
育
長

　
栗
橋
公
民
館
の
緊
急
用
出
入
口
は
、
災
害

時
に
飲
料
水
と
す
る
非
常
用
貯
水
槽
１
０
０

㎥
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
置
す
る
た
め
に
設
け

た
も
の
で
、
平
常
時
は
門
扉
を
閉
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
日
常
利
用
す
る
た
め
に
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
内
に
通
路
を
新
設
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
し
、
ブ
ラ
ン
コ
等
の
遊
具
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
利
用
に
支
障
が
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
緊

急
用
出
入
口
は
丁て

い

字じ

路ろ

と
な
っ
て
い
て
、
一

方
通
行
規
制
の
終
点
で
あ
る
た
め
交
通
事
故

が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
多
く
の
課
題
が
あ

り
、
栗
橋
公
民
館
出
入
口
は
現
状
の
ま
ま
と

考
え
て
い
ま
す
。

の
場
の
充
実
を

関
わ
り
方
は
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岸
き し

幸
ゆ き

子
こ

議員

（公募）

内
う つ

海
み

弘
ひ ろ

美
み

議員

（公募）

柴
し ば

田
た

美
み

理
り

議員

（東京理科大学経営学部）

長
な が

島
し ま

一
か ず

枝
え

議員

（交通安全母の会）

【
答
弁
】
市
長

　
横
断
歩
道
の
補
修
は
警
察
の
所
管
事
項
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
サ
イ
シ
ン
前
交
差

点
に
つ
い
て
現
場
を
確
認
し
、
所
轄
の
幸
手

警
察
に
報
告
し
ま
し
た
。
警
察
に
お
い
て
も

状
況
を
把
握
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、

早
期
修
繕
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

「
社
会
資
本
総
合
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
栗
橋
地
区
で

は
、
栗
橋
駅
東
側
と
南
栗
橋
地
域
に
お
い
て

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
栗
橋
駅

西
側
に
つ
い
て
も
、
計
画
的
に
下
水
道
整
備

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
小
林
・
栢
間
地
区
の
農
業
に
お
け

る
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に

農
業
を
活
性
化
し
奨
励
す
る
の
か

【
答
弁
】
市
長

　
「
菖
蒲
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
に
よ

り
、
小
林
地
区
は
、
農
地
の
担
い
手
へ
の
利

用
集
積
等
を
図
り
、
米
作
り
の
省
力
化
を
進

め
つ
つ
、
麦
・
大
豆
・
苺
の
集
団
団
地
化
栽

培
を
促
進
し
、
ま
た
、
排
水
整
備
を
推
進
し

ま
す
。
栢
間
地
区
も
同
様
に
水
田
の
集
積
を

図
り
、
施
設
園
芸
や
果
樹
園
の
団
地
化
等
を

推
進
し
ま
す
。

　
農
業
の
活
性
化
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
に
取
り
組
み

ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
農
地
の
利
用
集
積

の
促
進
や
、
新
規
就
農
者
の
確
保
を
推
進
す

る
も
の
で
、
新
規
就
農
者
へ
の
給
付
金
や
、

農
地
の
貸
し
手
、
借
り
手
に
対
す
る
協
力
金

な
ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
小
林
地
区

で
は
平
成
24
年
度
に
既
に
着
手
し
て
い
て
、

今
後
も
小
林
・
栢
間
地
区
を
含
め
た
市
全
域

に
対
し
て
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
答
弁
】
市
長

　
市
内
４
地
区
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
の
連
合
組
織
の
設
立
に
向
け
調
整
を

重
ね
た
結
果
、
平
成
25
年
８
月
に
久
喜
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
協
議
会
に
お
い
て
情

報
交
換
、
情
報
誌
の
発
行
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
の
交
流
が
促
進
さ
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、久
喜
市
総
合
振
興
計
画
に
お
い
て
、

中
規
模
集
会
施
設
の
整
備
を
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。
市
民
活
動
団
体
の
活
動
の
拠
点
と
な

る
よ
う
な
交
流
ス
ペ
ー
ス
等
の
確
保
も
視
野

に
入
れ
て
調
査
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
質
問
】
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
同
士
が
情
報
交

換
や
交
流
で
き
る
よ
う
な
機
会
の
提
供
に
つ

い
て
市
の
考
え
は
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

推
進
と
な
る
よ
う
な
拠
点
整
備
の
計
画
に
つ

い
て

【
質
問
】
市
は
今
後
ど
の
よ
う
な
バ
リ
ア
フ

リ
ー
整
備
を
考
え
て
い
る
か
。
現
在
行
っ
て

い
る
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の
道
路
、

施
設
整
備
は

【
答
弁
】
市
長

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
皆
さ
ま
に
、
鉄
道

や
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関
を
よ
り
安
全
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
駅
周
辺
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
、
障
が
い
者
団
体
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え

久
喜
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
速
や
か
に
修
繕
を
行

う
な
ど
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
障
が
い
者
へ
の
支
援
と
し
て
「
お
も
い
や

り
駐
車
場
制
度
」
が
あ
り
、
障
が
い
者
の
た

め
の
駐
車
施
設
の
適
正
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
の
集
会
施
設
や
個
人
商
店
等
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
要
す
る
工
事
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
10
月
に
は
、
「
菖

蒲
地
区
」
と
「
栗
橋
・
鷲
宮
地
区
」
で
デ
マ

ン
ド
交
通
の
運
行
を
開
始
し
、
日
常
の
移
動

の
不
便
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
鷲
宮
神
社
前
か
ら
の
約
６
５
０

ｍ
区
間
の
段
差
解
消
工
事
を
実
施
し
た
り
、

東
鷲
宮
駅
東
西
地
下
道
入
口
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
等
の
整
備
設

計
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
交
通
事
故
防
止
の
啓
発
活
動
に
つ

い
て
、
市
は
具
体
的
に
ど
う
考
え
て
い
る
か

【
答
弁
】
市
長

　
平
成
25
年
１
月
か
ら
２
月
ま
で
の
間
に
市

内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
に
お
い
て
、
４
名

の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

４
月
１
日
か
ら
の
３
か
月
「
市
町
村
交
通
事

故
防
止
特
別
対
策
指
定
地
域
」
の
指
定
を
受

け「
久
喜
市
交
通
事
故
防
止
特
別
対
策
本
部
」

を
設
置
し
、「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」、

「
二
輪
車
・
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
」
、

「
交
差
点
の
交
通
事
故
防
止
」
を
最
重
点
課

題
と
し
て
、
警
察
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機

関
と
連
携
し
交
通
事
故
防
止
特
別
対
策
事
業

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
対
策
は
、
市
民
一
人
一
人
の
意

識
の
醸
成
に
よ
る
も
の
が
最
も
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
関
係
機
関
に
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
街
頭
啓
発
活
動
、

交
通
指
導
員
に
よ
る
立り

っ
哨し

ょ
う

指
導
、あ
い
さ
つ
、

声
か
け
推
進
運
動
を
実
施
し
、
交
通
マ
ナ
ー

や
モ
ラ
ル
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

か
っ
て
い
る
た
め
補
修
を
／
今
後
の
栗
橋
駅

西
の
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
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■補助区分および補助金額

補助区分 初期的補助 発展的補助

対象事業

これから活動を始める、ま
たは始めたばかりの団体
が、その活動を軌道にのせ
るための事業

既に活動を行っている団体
が、これまで行ってきた活
動の拡充を図る事業、また
は新たに展開する事業

団体の条件
国または地方公共団体等
から補助を受けたことの
ない団体

―

補助率 10分の10以内 4分の3以内

補助限度額 50,000円 200,000円

　
市
で
は
、
市
民
活
動
推
進
基
金
と
福
祉
基
金
を
財
源
と
し
た
市
民
活
動
推
進
補
助
金
事
業

を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
市
民
活
動
を
始
め
た
い
、
ま
た
は
新
た
な
事
業
展
開
を
図
り
た

い
と
い
う
団
体
は
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
自
治
振
興
課
市
民
活
動
推
進
係
（
内
線
２
６
２
４
）
／
各
総
合
支
所
市
民
課
（
菖

蒲
・
内
線
１
１
１
／
栗
橋
・
内
線
２
１
８
／
鷲
宮
・
内
線
１
３
２
）

■
補
助
対
象
団
体

　
次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
全
て
に
該
当
す
る

団
体
（
営
利
企
業
、
宗
教
、
政
治
上
の
目
的

を
有
す
る
団
体
は
除
く
）

①
市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る

②
５
人
以
上
で
構
成
し
て
い
る

③
団
体
の
設
立
目
的
、
組
織
、
代
表
者
等
に

関
す
る
定
め
が
あ
る

④
本
補
助
金
事
業
の
募
集
説
明
会
に
出
席
し

て
い
る

※
こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
る
団
体
の
場
合
、

①
か
ら
③
ま
で
は
予
定
で
も
可
。
④
の
説

明
会
に
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、
問
い
合

わ
せ
先
で
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
事
業

　
公
共
的
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し
て
主
に

市
内
で
行
わ
れ
る
事
業
、
ま
た
は
主
に
市
民

を
対
象
と
し
て
行
う
事
業

※
特
定
の
地
区
・
個
人
・
団
体
を
対
象
と
し

た
事
業
、
国
や
県
等
か
ら
補
助
金
の
交
付

を
受
け
る
事
業
は
、
対
象
外

■
補
助
対
象
経
費

　
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
直
接
必
要
と
す

る
経
費

※
団
体
の
維
持
・
運
営
に
要
す
る
経
費
は
対

　
象
外

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

場
所　
清
久
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集

会
室

■
補
助
金
の
手
引
き
の
配
布
場
所

　
詳
細
は
、
次
の
場
所
で
配
布
す
る
補
助
金

の
手
引
き
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
自
治
振
興
課
、
各
総
合
支
所
市
民
課
、
中

央
・
東
・
西
・
森
下
・
栗
橋
・
鷲
宮
の
各
公

民
館
、
栗
橋
・
鷲
宮
東
・
鷲
宮
西
の
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
久
喜
総
合
・
菖
蒲・

栗
橋
の
各
文
化
会
館
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

久
喜

■
今
後
の
予
定

◆
募
集
説
明
会

日
時　
３
月
15
日
㈯　
10
時

場
所　
鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
お
お
と
り
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

◆
申
請
書
受
付

期
間　
３
月
24
日
㈪
〜
４
月
４
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
８
時
30
分
〜
12
時
／
13
時

〜
17
時
15
分

提
出
先　
自
治
振
興
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
課

◆
公
開
審
査
会

期
日　
４
月
26
日
㈯

※
時
間
等
の
詳
細
は
応
募
団
体
に
通
知
し
、

寄
附
の
方
法

①
窓
口
で
の
寄
附

　
自
治
振
興
課
、
各
総
合
支
所
市
民
課

※
寄
附
の
際
は
、「
市
民
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
」

　
と
し
て
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
募
金
箱
で
の
寄
附

　
市
内
の
商
店
や
公
共
施
設
な
ど
に
募
金
箱

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

③
不
要
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
協

会
と
協
力
し
、
不
要
入
れ
歯
の
回
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。
入
れ
歯
の
金
属
部
分
を
リ
サ
イ

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
金
と
市
の
財
源
を
合
わ
せ
て
「
市
民
活
動
推
進
基

金
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
基
金
を
活
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
に
財
政
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市

民
活
動
推
進
基
金
へ
の
寄
附
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
自
治
振
興
課
市
民
活
動
推
進
係
（
内
線
２
６
２
４
）
／
各
総
合
支
所
市
民
課
（
菖

蒲
・
内
線
１
１
１
／
栗
橋
・
内
線
２
１
７
／
鷲
宮
・
内
線
１
３
２
）

ク
ル
し
て
得
ら
れ
た
収
益
が
、
市
民
活
動
推

進
基
金
と
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
に
寄
附
さ
れ

ま
す
。

不
要
入
れ
歯
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
施
設

　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
各
総
合
支
所
１

階
、
中
央
・
東
・
西
・
森
下
・
栗
橋
・
鷲
宮

の
各
公
民
館
、
栗
橋
・
鷲
宮
東
・
鷲
宮
西
の

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
栗
橋
文
化
会

館
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜
、
菖
蒲
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
鷲

宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

市
民
活
動
推
進
基
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
26
年
度
市
民
活
動
推
進

補
助
金
事
業
を
募
集
し
ま
す
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人
槽
区
分

補
助
限
度
額

5
人
槽

43
万
２
０
０
０
円

7
人
槽

51
万
４
０
０
０
円

10
人
槽

64
万
８
０
０
０
円

こ
ん
な
と
き

手
続
き

手
続
き
に
必
要
な
も
の

届
け
出
先

20
歳
に
な
っ
た
と
き

国
民
年
金
加
入
手
続
き

（
第
２
号
被
保
険
者
（
厚

生
年
金
等
）
加
入
中
の
方

は
除
く
）

年
金
事
務
所
か
ら
送
付
さ

れ
て
い
る
案
内
書

・
第
１
号
被
保
険
者
は
市

民
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
課

・
第
３
号
被
保
険
者
は
配

偶
者
の
勤
務
先

会
社
等
に
就
職
し
た
と
き

第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生

年
金
等
）
加
入
の
手
続
き

勤
務
先
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い

勤
務
先

会
社
等
を
退
職
し
た
と
き

国
民
年
金
（
第
１
号
被
保

険
者
）
加
入
の
手
続
き

年
金
手
帳
、
退
職
日
の
分

か
る
証
明
書
（
離
職
票
等
）

市
民
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
課

配
偶
者（
第
２
号
被
保
険
者
）

の
扶
養
に
入
っ
た
と
き

第
３
号
被
保
険
者
へ
種
別

変
更
の
手
続
き

配
偶
者
の
勤
務
先
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い

配
偶
者
の
勤
務
先

配
偶
者（
第
２
号
被
保
険
者
）

の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と
き

第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第

１
号
被
保
険
者
へ
種
別
変

更
の
手
続
き

年
金
手
帳
、
扶
養
喪
失
日

の
分
か
る
証
明
書
（
扶
養

喪
失
証
明
書
等
）

市
民
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
課

業
務
内
容　
乳
幼
児
健
診
、
相

談
、
訪
問
指
導
お
よ
び
が
ん
検
診

等
の
保
健
事
業
に
関
す
る
業
務

応
募
資
格　
保
健
師
ま
た
は
助
産

師
の
資
格
を
有
す
る
方

勤
務
時
間　
１
月
当
た
り
15
日
以

内
で
１
日
４
時
間
以
内

勤
務
地　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

報
酬　
日
額
５
６
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ　
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー　
☎
21
・
５
３
５
４
／

21
・
５
３
９
２

　
４
月
１
日
㈫
か
ら
平
成
26
年
度

分
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

補
助
対
象　
補
助
対
象
地
域
内
の

既
存
住
宅
で
単
独
浄
化
槽
ま
た
は

汲
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
入
れ
替
え
る
場
合
（
転
換

設
置
）

補
助
対
象
地
域　
埼
玉
県
生
活
排

水
処
理
施
設
基
本
構
想
（
平
成
23

年
３
月
策
定
）
で
設
定
さ
れ
て
い

る
「
浄
化
槽
整
備
区
域
」
（
公
共

下
水
道
ま
た
は
農
業
集
落
排
水
で

整
備
済
み
、
ま
た
は
将
来
整
備
予

定
の
区
域
を
除
い
た
既
存
集
落
部

分
）

受
付
期
間　
４
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

受
付
方
法　
所
定
の
「
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
補
助
希
望
申
込
書
」

（
下
水
道
業
務
課
で
配
布
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
同
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
補
助
予
定
基
数
を
上
回
る
申
し

込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
と
し

ま
す
。
抽
選
等
の
詳
細
は
申
込
者

に
通
知
し
、
５
月
９
日
㈮
に
抽
選

を
行
い
ま
す
。

※
対
象
地
域
な
ど
、
詳
し
く
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

○
設
置
費

○
配
管
費

　

配
管
に
要
す
る
費
用
…
20
万
円

以
内

○
処
分
費

　

既
存
便
槽
の
処
分
に
要
す
る
費

用
…
６
万
円
以
内

問
合
せ　

下
水
道
業
務
課
排
水
設

備
係
（
鷲
宮
総
合
支
所
内
／
内
線

２
７
７
）

年
金
コ
ラ
ム

　
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の

40
年
間
は
国
民
年
金
に
加
入
し
ま

す
。
加
入
者
（
被
保
険
者
）
は
、

職
業
な
ど
に
よ
り
次
の
３
種
類
に

分
か
れ
ま
す
。

①
第
１
号
被
保
険
者
（
農
業
、
自

　
営
業
、
学
生
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
）

②
第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や

公
務
員
等
）

③
第
３
号
被
保
険
者
（
会
社
員
等

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）

　
就
職
、
退
職
、
結
婚
な
ど
に
よ

り
加
入
の
種
別
が
変
わ
る
と
き
は

年
金
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届

け
出
の
際
は
、
年
金
手
帳
や
証
明

書
等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
額
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
学
生
納

付
特
例
を
受
け
た
年
度
か
ら
数
え

て
10
年
間
は
追
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
第
１
号
被
保
険
者
の
方
で
学
生

　
納
付
特
例
を
申
請
す
る
場
合
は
、

　
学
生
証
が
必
要
で
す
。

　
制
度
の
内
容
や
手
続
き
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
市
民
課
（
総
合
窓
口
）

市
民
係
（
内
線
２
６
６
３
）
／
各

総
合
支
所
市
民
課
（
菖
蒲
・
内
線

１
２
１
／
栗
橋
・
内
線
２
１
５
／

鷲
宮
・
内
線
１
２
６
）
／
春
日
部

年
金
事
務
所　
☎
０
４
８
・
７
３

７
・
７
１
１
２

　
学
生
な
ど
で
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
方
に
は
、
本
人

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
30
歳
未
満
の
方
で

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
に

も
、
保
険
料
全
額
の
納
付
を
猶
予

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
要
な
場
合
は
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
学
生
納
付
特
例
や
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
の
適
用
を
受
け
た
期
間

の
保
険
料
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
年

金
額
に
反
映
し
ま
せ
ん
が
、
追
納

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
将
来
の

保
健
事
業
推
進
員
募
集

合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

■
就
職
、
退
職
、
結
婚
し
た
と
き

　

は
年
金
の
届
け
出
が
必
要
で
す

■
学
生
納
付
特
例
制
度
・

　

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
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市
で
は
、
小
規
模
で
軽
易
な
建

設
工
事
、
修
繕
、
業
務
委
託
、
物

品
の
購
入
等
に
つ
い
て
、
入
札
参

加
資
格
が
な
い
方
で
も
契
約
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
小
規
模
契
約
希

望
者
登
録
制
度
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
小
規
模
契
約
希
望
者
が
契
約
で

き
る
の
は
、
「
少
額
（
80
万
円
以

下
）
で
内
容
が
軽
易
な
契
約
」
で

す
。
登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
申

請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
登
録
し
て
い
る
方

の
有
効
期
間
は
、
３
月
31
日
㈪
ま

で
で
す
。
引
き
続
き
登
録
を
希
望

す
る
方
は
、
申
請
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

登
録
で
き
る
方　
市
内
に
主
た
る

事
業
所
を
置
き
、
入
札
参
加
資
格

者
名
簿
に
登
録
し
て
い
な
い
方

※
適
法
の
範
囲
内
で
、
希
望
業

　
種
・
建
設
業
の
許
可
の
有
無
、

　
経
営
組
織
、
従
業
員
数
は
問
い

　
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送

で
、
契
約
検
査
課
契
約
係
（
〒
３

４
６

－

８
５
０
１　
所
在
地
記
入

不
要　
公
文
書
館
内
）
ま
た
は
各

総
合
支
所
総
務
管
理
課
へ

問
合
せ　
契
約
検
査
課
契
約
係

　
　
　
　
（
内
線
２
４
８
２
）

内
容　
社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計

画
の
立
案
や
、
教
育
委
員
会
か
ら

の
諮
問
に
応
じ
意
見
を
述
べ
る

応
募
資
格　
18
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

募
集
人
数　
６
人

委
員
の
任
期　
６
月
か
ら
２
年

会
議
開
催
の
予
定　
年
３
回
程
度

報
酬　
日
額
６
０
０
０
円

募
集
期
限　
３
月
20
日
㈭　
消
印

有
効

応
募
方
法
・
問
合
せ　
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番

号
・
応
募
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）

を
明
記
の
上
、持
参
ま
た
は
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
生
涯
学

習
課
生
涯
学
習
係
（
〒
３
４
６

－

０
１
９
２　

所
在
地
記
入
不
要

内
線
３
６
２
／

85
・
１
７
８
８

／
Ｅ
メ
ー
ルshogaigakushu@

city.kuki.lg.jp

）
へ

選
考
お
よ
び
結
果　
公
募
選
考
委

員
会
で
選
考
し
ま
す
。
選
考
結
果

は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

　
税
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
健

康
な
暮
ら
し
を
す
る
た
め
の
非
常

に
大
切
な
財
源
で
す
。
納
税
者
の

皆
さ
ん
に
は
、
納
期
内
納
税
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
一
定
割

合
の
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
税
を
滞
納
す
る
と
、

納
期
内
に
納
税
し
て
い
る
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
市
の
財
政

を
圧
迫
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
納
税
や
納
税
相

談
も
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
、

滞
納
処
分
に
よ
り
強
制
的
に
徴
収

し
ま
す
。

　
納
税
が
困
難
な
と
き
は
、
早
め

に
収
納
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
税

務
課
で
、
納
税
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。

相
談
先
・
問
合
せ　
収
納
課
徴
収

係
（
内
線
２
７
４
１
）
／
各
総
合

支
所
税
務
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
３

１
／
栗
橋
・
内
線
２
０
５
／
鷲

宮
・
内
線
１
４
２
）

　
本
人
通
知
制
度
と
は
、
本
人
の

代
理
人
や
第
三
者
か
ら
の
請
求
に

よ
り
、
戸
籍
謄
・
抄
本
や
住
民
票

の
写
し
等（
本
籍
の
記
載
の
あ
る
）

を
交
付
し
た
と
き
に
、
事
前
登
録

し
て
あ
る
方
に
そ
の
こ
と
を
お
知

ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

　
弁
護
士
や
司
法
書
士
等
の
資
格

を
持
つ
方
は
、
業
務
上
依
頼
を
受

け
た
裁
判
や
登
記
な
ど
の
業
務
を

行
う
た
め
に
、
第
三
者
の
住
民
票

の
写
し
等
を
戸
籍
法
・
住
民
基
本

台
帳
法
に
基
づ
き
、
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
探
偵

業
者
等
か
ら
依
頼
を
受
け
た
司
法

書
士
・
行
政
書
士
が
虚
偽
の
申
請

を
行
い
、
第
三
者
の
住
民
票
の
写

し
等
を
不
正
取
得
す
る
事
件
が
発

生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
件
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
取
得
の
事
実
を

事
前
に
登
録
し
た
本
人
に
通
知
す

る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
票
の
写
し

等
の
不
正
請
求
や
不
正
取
得
に
よ

る
個
人
の
権
利
侵
害
の
防
止
を
図

る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
本
人
通
知
制
度
が
周
知

さ
れ
る
こ
と
で
、
委
任
状
偽
造
や

不
必
要
な
身
元
調
査
等
の
未
然
防

止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
通
知
を
希
望
す
る
方
は
無
料
で

登
録
で
き
ま
す
。

対
象　
本
市
に
住
民
登
録
ま
た
は

本
籍
が
あ
る
方

必
要
な
も
の

○
本
人
が
申
請
す
る
場
合

・
本
人
通
知
制
度
事
前
登
録
申

　
込
書

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
お
よ
び
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
）

○
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合

・
本
人
通
知
制
度
事
前
登
録
申

　
込
書

・
委
任
状
（
法
定
代
理
人
の
場
合

は
権
限
確
認
書
類
）

・
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

○
郵
送
申
請
す
る
場
合

・
本
人
通
知
制
度
事
前
登
録
申

　
込
書

・
本
人
確
認
書
類
の
写
し
（
運
転

免
許
証
の
写
し
等
）

申
請
先
・
問
合
せ　
市
民
課
（
総

合
窓
口
）
戸
籍
係
（
内
線
２
６
６

９
）
／
各
総
合
支
所
市
民
課
（
菖

蒲
・
内
線
１
２
５
／
栗
橋
・
内
線

２
１
３
／
鷲
宮
・
内
線
１
２
１
）

小
規
模
契
約
希
望
者

登
録
制
度
の
お
知
ら
せ

久
喜
市
社
会
教
育
委
員
募
集

市
税
等
の
納
税
は
お
済
み
で
す
か

本
人
通
知
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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募
集
区
画

年
間
使
用
料

６
㎡

２
４
０
０
円

９
㎡

３
６
０
０
円

10
㎡

４
０
０
０
円

30
㎡

１
万
２
０
０
０
円

50
㎡

２
万
円

募
集
区
画

年
間
使
用
料

22
・
５
㎡

７
５
０
０
円

50
㎡

１
万
７
０
０
０
円

90
㎡

３
万
１
０
０
０
円

募
集
区
画

年
間
使
用
料

20
㎡

２
４
０
０
円

30
㎡

３
６
０
０
円

50
㎡

６
０
０
０
円

募
集
区
画

年
間
使
用
料

30
㎡

１
万
２
０
０
０
円

●久喜地区
期　日 時　間 会　場

4月10日
㈭

10時～11時30分 中央公民館

13時30分～14時30分 ＪＡ南彩　除堀梨選果場

4月16日
㈬

10時～11時30分 栗原記念会館

13時15分～14時30分 太田集会所

4月17日
㈭

10時15分～11時30分 東公民館

13時30分～14時30分 野久喜集会所

4月24日
㈭

10時～11時30分 市民プール前駐輪場

13時30分～14時30分 西公民館

●菖蒲地区
期　日 時　間 会　場

4月22日
㈫

10時～11時30分 あやめ公園駐車場

13時～14時 ＪＡ南彩　小下倉庫前

4月23日
㈬

10時～11時30分 寺田グラウンド

13時～14時30分 ＪＡ南彩　栢間支店倉庫前

4月24日
㈭

9時30分～11時 ＪＡ南彩　三箇支店倉庫前

12時30分～13時30分
八幡神社
（第５区宮本集会所脇）

14時～15時
菖蒲総合支所庁舎裏
（公用車車庫）

●栗橋地区
期　日 時　間 会　場

4月8日
㈫ 10時～11時30分 栗橋公民館

4月10日
㈭

10時～11時30分 定福院

13時30分～15時 栗橋コミュニティセン
ター（くぷる）

4月16日
㈬

９時30分～11時30分
栗橋総合支所

13時30分～14時30分

●鷲宮地区
期　日 時　間 会　場

4月7日
㈪

10時～11時30分 鷲宮保健センター

13時30分～15時
ＪＡ埼玉みずほ　葛梅
倉庫

4月9日
㈬

10時～11時30分 鷲宮東コミュニティセ
ンター（さくら）

13時30分～14時30分 農業センター

4月11日
㈮ 10時～11時30分 鷲宮保健センター

　
し
み
ん
農
園
で
は
、
平
成
26
年

度
の
新
規
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
家
族
や
友
達
、
職
場
の
仲
間
と

一
緒
に
、
四
季
折
々
の
自
然
に
触

れ
な
が
ら
、
農
業
体
験
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

※
継
続
利
用
は
原
則
5
年
ま
で
で

　
す
。
ま
た
、
応
募
状
況
に
よ
り

　
抽
選
（
後
日
文
書
で
通
知
）
を

　
行
い
ま
す
。
空
き
区
画
に
つ
い

　
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間　
４
月
１
日
㈫
〜
平
成

27
年
３
月
31
日
㈫

募
集
区
画
・
年
間
使
用
料

○
し
み
ん
農
園
久
喜

申
込
期
間　
３
月
11
日
㈫
〜
19
日

㈬
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
９
時

〜
17
時

申
込
み
・
問
合
せ　
農
業
振
興
課

農
業
振
興
係
（
内
線
２
８
６
３
）

申
込
期
間　
３
月
11
日
㈫
〜
18
日

㈫
（
水
・
金
曜
日
を
除
く
）
９
時

〜
17
時

申
込
み
・
問
合
せ　
し
み
ん
農
園

菖
蒲　
☎
85
・
８
２
６
６

○
し
み
ん
農
園
栗
橋

○
し
み
ん
農
園
菖
蒲

申
込
期
間　
３
月
11
日
㈫
〜
19
日

㈬
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
９
時

〜
17
時

申
込
み
・
問
合
せ　
栗
橋
総
合
支

所
環
境
経
済
課
（
内
線
２
４
６
）

○
し
み
ん
農
園
鷲
宮

申
込
期
間　
３
月
11
日
㈫
〜
19
日

㈬
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
９
時

〜
17
時

申
込
み
・
問
合
せ　
鷲
宮
総
合
支

所
環
境
経
済
課
（
内
線
２
２
３
）

　
犬
の
飼
い
主
は
、
狂
犬
病
予
防

法
に
よ
り
、
飼
い
犬
に
毎
年
１
回

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
次
の
と
お
り

集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し

ま
す
。

　
な
お
、
事
故
防
止
の
た
め
、
会

場
に
お
越
し
の
際
は
、
必
ず
犬
を

確
実
に
扱
え
る
方
が
お
越
し
く
だ

さ
い
。
今
回
、
集
合
注
射
で
予
防

注
射
を
受
け
な
い
場
合
は
、
動
物

病
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
飼
い
犬
（
生
後
90
日
を
経
過
し

て
い
る
も
の
）
を
登
録
し
て
い
な

い
方
は
、
同
予
防
法
に
よ
り
、
市

に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
環
境
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

環
境
経
済
課
で
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
集
合
注
射
会
場
で
も

登
録
が
可
能
で
す
。

費
用　
３
３
０
０
円
（
注
射
料
金

２
７
５
０
円
、
注
射
済
票
交
付
手

数
料
５
５
０
円
）

※
会
場
で
新
規
登
録
す
る
場
合
は

　
別
途
、
鑑
札
交
付
手
数
料
３
０

　
０
０
円
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　
環
境
課
環
境
衛
生
係

（
内
線
２
８
２
７
）
／
各
総
合
支

所
環
境
経
済
課
（
菖
蒲
・
内
線
２

５
０
／
栗
橋
・
内
線
２
４
１
／
鷲

宮
・
内
線
２
２
７
）

し
み
ん
農
園
新
規
利
用
者
募
集

集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
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４
月
１
日
㈫
か
ら
、
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
や
人
工
関
節
等
を
入
れ
た

方
に
対
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
の

認
定
基
準
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

〇
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
を
入
れ
た
方

　
（
心
臓
機
能
障
害
）

　
一
律
に
１
級
と
認
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
へ

の
依
存
度
や
日
常
生
活
活
動
の
制

限
の
程
度
に
応
じ
て
認
定
さ
れ
ま

す
。

〇
人
工
関
節
等
を
入
れ
た
方
（
肢

　

体
不
自
由
）

　
一
律
に
股
関
節
・
膝
関
節
は
４

級
、
足
関
節
は
5
級
と
認
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
術
後
の
経
過
の

安
定
し
た
時
点
で
の
関
節
可
動
域

等
に
応
じ
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

※
４
月
１
日
㈫
以
降
の
申
請
か
ら

　
新
た
な
認
定
基
準
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
３
月
31
日
㈪
ま
で
に

　
診
断
書
・
意
見
書
が
作
成
さ
れ

　
た
方
は
、
６
月
30
日
㈪
ま
で
に

　
申
請
す
れ
ば
、
従
来
の
基
準
で

　
認
定
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
障
が
い
者
福
祉
課
自
立

支
援
係
（
内
線
３
２
４
６
／

23
・
０
６
９
９
）
／
各
総
合
支
所

福
祉
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
０
６
／

栗
橋
・
内
線
２
３
６
／
鷲
宮
・
内

線
１
６
１
）

申
請
期
限　
３
月
31
日
㈪

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
平
成
25
年

　
度
の
支
給
は
受
け
る
こ
と
が
で

　
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
に
在
住
し
、
県
知
事

が
発
行
し
た
次
の
い
ず
れ
か
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方

・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

・
指
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給

　
者
証

支
給
額　
年
額
１
万
円

申
請
に
必
要
な
も
の

①
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
ま
た

　
は
指
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
あ

　
る
い
は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

　
療
受
給
者
証

②
預
金
通
帳（
本
人
名
義
の
も
の
）

※
平
成
24
年
度
既
に
受
給
さ
れ
た

　
方
は
①
の
み

そ
の
他　
施
設
に
入
所
し
て
い
る

方
は
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
窓
口
に

持
参
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
合
せ　
障
が
い
者
福

祉
課
障
が
い
者
福
祉
係
（
内
線
３

２
４
５
／

23
・
０
６
９
９
）
／

各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・
内

線
１
０
６
／
栗
橋
・
内
線
２
３
７

／
鷲
宮
・
内
線
１
６
３
）

日時　５月18日㈰　10時～15時
場所　鷲宮総合支所駐車場、久喜市コミュニ
ティ広場
内容
①アトラクションコーナー
（郷土芸能、民踊、歌謡曲、バンド）
②フリーマーケットコーナー
（個人、団体）
③食べ物味自慢コーナー
（家庭料理、自慢料理販売）
④遊チャレコーナー
（遊び、チャレンジ体験、各種軽スポーツ）
⑤企業・公共機関コーナー
（企業や公共機関のノウハウ紹介）
⑥展示・環境リサイクルコーナー
（作品展示、写真、団体ＰＲ環境全般、リサイ
クル商品の展示・販売）
※その他のコーナーについてはご相談ください。
※運営スタッフ（ボランティア）も募集してい
ます。
対象　市内在住者（政治・宗教活動等の目的で
の参加は不可）
費用　①②1,000円　③④⑤⑥2,000円（テント
使用料負担金含む）
申込期限　３月20日㈭　必着
申込方法　参加申込書（鷲宮地区の各公共施設
で配布。市ホームページからもダウンロード可）
に必要事項を明記の上、持参または郵送、ＦＡ
Ｘ、Ｅメールで、鷲宮総合支所市民課（〒340
－0295　所在地記入不要／ 58－7019／Ｅメー
ルwashinomiya-shimin@city.kuki.lg.jp）
または鷲宮東・西の各コミュニティセンターへ
問合せ　鷲宮地区コミュニティ祭り実行委員会
事務局（鷲宮総合支所市民課内／内線133）

身
体
障
害
者
手
帳
の

認
定
基
準
が
変
わ
り
ま
す

平
成
25
年
度
の
難
病
患
者
見
舞
金
の

申
請
期
限
は
３
月
31
日
㈪
で
す

鷲宮地区コミュニティ鷲宮地区コミュニティ
祭りに参加しませんか祭りに参加しませんか
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上
かみ

岡
おか

　斉
ひとし

さん
（鷲宮１丁目）

金賞　栗橋小学校３年
　　　松

まつ

本
もと

　乃
の

々
の

華
か

さん

金賞　太東中学校１年
　　　杉

すぎ

本
もと

　芳
か の ん

音さん

ＡＥＤ

歯
科
保
健
功
労
者
表
彰
（
埼
玉
県
知
事
表
彰
）

　
平
成
元
年
か
ら
現
在
も
引
き
続

き
、
市
医
と
し
て
市
の
保
健
事
業

に
協
力
さ
れ
、
学
校
歯
科
保
健
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
最
終
回
は
、
食
育
推
進
部
門
「
小
学
生
低
学
年
・
高
学
年
、
中
学
生

の
部
」
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
医
療
課
健
康
企
画
係
（
内
線
３
４
２
２
）

銀
賞　
栗
橋
小
学
校
３
年

　
　
　
福ふ

く

島し
ま　

史し

門も
ん

さ
ん

銀
賞　
栗
橋
小
学
校
３
年

　
　
　
堀ほ

り

江え　
結ゆ

衣い

さ
ん

銀
賞　
太
田
小
学
校
５
年

　
　
　
西に

し　
光こ

う

潤じ
ゅ
ん

さ
ん

銀
賞　
栗
橋
小
学
校
４
年

　
　
　
花は

な

浦う
ら　

大ひ
ろ

斗と

さ
ん

銀賞　太東中学校２年
　　　秋

あき

月
づき

　優
ゆ

衣
い

さん
銀賞　太東中学校２年
　　　江

え

原
はら

　詩
うた

葉
ば

さん
銀賞　太東中学校３年
　　　狩

かり

野
の

　千
ち

紘
ひろ

さん

金
賞　

菖
蒲
東
小
学
校
６
年

　
　
　
小こ

林ば
や
し　

花は
な

華か

さ
ん

　
市
で
は
、
突
然
、
心
停
止
状
態

に
な
っ
た
方
に
対
し
て
早
期
に
救

命
措
置
が
で
き
る
よ
う
に
、
市
民

が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
㈫
か
ら
は
、
各
総
合

支
所
で
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を

行
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は

　
心
室
細
動
な
ど
の
不
整
脈
に
対

し
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
加

え
て
正
常
な
状
態
に
戻
す
医
療
機

器
で
す
。
使
用
す
る
と
き
は
、
音

声
で
案
内
が
あ
り
ま
す
。

貸
出
対
象　
市
内
在
住
者
が
中
心

と
な
っ
て
組
織
す
る
市
民
団
体

な
ど

貸
出
期
間　
原
則
４
日
以
内

※
貸
出
日
を
含
む

費
用　
無
料

申
込
場
所

・
健
康
医
療
課

・
各
総
合
支
所
総
務
管
理
課（
４

　
月
以
降
）

申
込
期
間　
貸
出
希
望
日
の
属
す

る
月
の
前
月
の
１
日
か
ら
貸
出
希

望
日
の
５
日
前
ま
で

※
貸
出
条
件
や
手
続
き
方
法
な

　
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
健
康
医
療
課
地
域
医
療

係
（
内
線
３
４
２
３
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

健
康
づ
く
り
・
食
育
推
進
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の

入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
（
最
終
回
）

◆
小
学
生
低
学
年
の
部

◆
小
学
生
高
学
年
の
部

◆中学生の部

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
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▲いじめゼロに向けて
　の標語

▲生徒会のいじめ撲滅
　宣言と人権標語

▲いじめ撲滅に向けた
　真剣な話し合い

▲生徒会によるサミット報告

　今回は栗橋西中学校と鷲宮中学校の取り組みと感想を掲載します。
問合せ　指導課指導係（菖蒲総合支所内／内線344）

　栗橋西中学校では、いじめ
ゼロに向けての標語の作成を
全校生徒で行いました。さら
に、今年は啓発を促すため
に、代表の標語の中から優秀
なものを、全校生徒と先生による投票で選出しま
した。
　いじめについて、一人一人が改めて考える取り

組みになりました。
　また、他校の生徒達と交
流することで、価値観の違
いや考え方の違いに触れ、
より一層いじめを防ぐため
の環境作りに対する理解が
深まりました。

　鷲宮中学校では、生徒
会本部を中心として、
「いじめゼロ！」を合言
葉に、鷲中生のいじめに
対する意識調査、鷲中クリーン隊の発足、命の
メッセージの朗読会を行いました。
　どの活動も、鷲中生が「いじめ」は重大な犯罪
であると自覚してほしい、学年・学級を越えた仲

間作りをしてほしいという
願いを込めました。
　今後も、中学生サミット
を通して学んだことを生か
し、さらに鷲宮中学校を活
気ある学校にしていきま
す。

★保健福祉のために

株式会社向山工場さん 金1,000,000円
影
かげ

近
ちか

正
まさ

雄
お

さん 金100,000円

コールフロイデ

　私たちの団体は、設立して丸５年が経ち、ようやく
男性合唱らしくなってきました。男性コーラス特有の
分厚いハーモニーを目指し、ロシア民謡を含めて、30
曲以上の曲を練習してきました。
　また、久喜市合唱祭や鷲宮ファミリーコンサート、
東公民館まつりなどに出演し、地元の皆さんに親しま
れるよう、心掛けています。
　未経験者の方も大歓迎です。私たちと一緒にコーラ
スを楽しみましょう。
　指導者は経験豊かな大

おお

島
しま

豪
すぐる

先生です。
活動日時　金曜日または土曜日　14時～16時
活動場所　青葉公民館等
問 合 せ　苅

かり

屋
や

　☎23－0761

小
こ

林
ばやし

　奏
そう

太
た

くん（7か月）
（吉羽３）

パパとママの宝物だよ

三
み や け

宅　真
ま

帆
ほ

ちゃん（1歳）
（本町３）

めざせなでしこ！

久喜市中学生サミット～⑤久喜市中学生サミット～⑤

第２回「久喜市中学生サミット」を開催しました第２回「久喜市中学生サミット」を開催しました

栗橋西中学校 鷲宮中学校
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▲フォトフレームデコに挑戦

▲健康づくりのための太極拳

▲子どもと地域の人たちによる合唱

▲フラダンス愛好会　アオバプルメリアの発表

▲作品展示コーナーの様子

　２月７日㈮から９日㈰まで、青葉公民館で、「青
葉公民館まつり」が開催されました。
　日ごろ青葉公民館を利用している団体による、
フォークダンスやフラダンスなどの発表が行われ、
発表者の生き生きとした表情が見られました。
　また、会場では書、短歌、絵手紙、編み物などの
作品展示も行われ、訪れた方は足を止めて興味深そ
うに作品を鑑賞していました。

　１月21日㈫、三協工業株式会社から非常災害用浄
水装置が寄贈され、田中市長から表彰状が贈呈され
ました。
　この装置は、上水道からの給水が途絶えたとき
に、プールの水や雨水などを浄化し、飲み水へと変
えるもので、災害時に役立てられます。

　２月９日㈰、栗橋文化会館（イリス）で、「イリ
ス合唱祭」が開催されました。
　市内で活動する11団体が出演し、美しいハーモ
ニーが奏でられ、会場いっぱいに歌声が響き渡って
いました。

　２月１日㈯・２日㈰、鷲宮西コミュニティセン
ター（おおとり）および鷲宮体育センターで、「久
喜市生涯学習推進大会　まなびすと久喜」が開催さ
れました。
　まなびすと発表会では、日ごろの学習活動の成果
が発表されました。また、理科実験やニュースポー
ツなどのイベントコーナーが設けられ、参加者の笑
顔が会場にはあふれていました。

まなびすと久喜まなびすと久喜

イリス合唱祭イリス合唱祭

青葉公民館まつり青葉公民館まつり

非常災害用浄水装置の非常災害用浄水装置の
寄贈ありがとうございます寄贈ありがとうございます
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不
要
と
な
る
樹
木
を
登
録
・
紹

介
す
る
こ
と
で
、
緑
を
保
全
し
て

い
ま
す
。

※
譲
渡
方
法
等
は
、
当
事
者
間
で

　
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
譲
り
ま
す

・
ア
カ
マ
ツ　
高
さ
２
ｍ
強　
幹

　
の
直
径
15
㎝
（
剪
定
し
て
い
ま

　
せ
ん
）
２
本

申
込
開
始　
３
月
17
日
㈪　
９
時

（
申
込
順
）

申
込
方
法
・
問
合
せ　
電
話
で
、

環
境
課
環
境
企
画
係
（
内
線
２
８

２
４
）
へ

　
風
向
き
や
上
昇
気
流
に
よ
り
灰

や
煙
が
広
範
囲
に
わ
た
り
飛
散
し
、

洗
濯
物
へ
の
付
着
、
庭
や
屋
根
へ

の
降
灰
等
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、遊
水
地
の
必
要
性
、

ヨ
シ
焼
き
の
主
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
ゴ
ル
フ
場
を
除

く
遊
水
地
全
域
（
上
空
含
む
）
が

関
係
者
以
外
立
ち
入
り
禁
止
と
な

り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

日
時　
３
月
15
日
㈯　
８
時
30
分

※
予
備
日
３
月
21
日
㈷
・
22
日
㈯

場
所　
渡
良
瀬
遊
水
地
全
域

主
催　
渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ
焼
き

連
絡
会

そ
の
他　
ヨ
シ
焼
き
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
は
、
３
月
１
日
㈯
よ
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w
atar

ase.or.jp

）
お
よ
び
自
動
音
声

案
内
（
☎
０
２
８
２
・
62
・
０
９

１
５
）
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
（
一
財
）
渡
良
瀬
遊
水

地
ア
ク
リ
メ
ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団

☎
０
２
８
２
・
62
・
１
１
６
１

〜
私
に
も
で
き
る　

ち
い
さ
な

　

起
業
〜

　

「
好
き
な
こ
と
、
得
意
な
こ

と
」
な
ど
趣
味
や
特
技
を
生
か
し

た
『
ち
い
さ
な
』
事
業
を
起
業
す

る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
26
日
㈬　
10
時
15
分

〜
12
時
45
分

場
所　
宮
代
町
立
図
書
館
研
修
室

講
師　
油ゆ

井い

文ふ
み

江え

さ
ん
（
中
小
企

業
診
断
士
）

対
象　
起
業
を
目
指
す
女
性
、
起

業
後
間
も
な
い
女
性

定
員　
20
人
（
申
込
順
）

費
用　
無
料

そ
の
他　
保
育
あ
り
（
申
込
順
10

人
／
未
就
学
児
〜
１
歳
）

申
込
期
間　
３
月
10
日
㈪
〜
24
日
㈪

申
込
み
・
問
合
せ　
宮
代
町
商
工

会　
☎
35
・
１
６
６
１

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
国
際
交

流
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

内
容　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
レ
ゴ

ン
州
ロ
ー
ズ
バ
ー
グ
市
で
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
や
市
内
見
学
、
歓
迎
会

等
を
通
じ
て
市
民
と
の
交
流
を
図

り
ま
す
。
同
市
は
ロ
ッ
キ
ー
山
脈

の
西
側
に
位
置
し
、
雄
大
な
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
、
ワ
イ
ン
の
生
産

地
と
し
て
も
有
名
で
す
。

訪
問
期
間　
６
月
19
日
㈭
〜
28
日
㈯

対
象　
市
内
在
住
者
ま
た
は
久
喜

市
・
ロ
ー
ズ
バ
ー
グ
協
会
会
員

募
集
人
数　
15
人
程
度

費
用　
25
万
円
程
度

主
催　
久
喜
市
・
ロ
ー
ズ
バ
ー
グ

協
会

※
条
件
に
よ
っ
て
は
希
望
に
添
え

　
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

　
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
３
月
20
日
㈭

問
合
せ　
同
協
会
事
務
局　
島し

ま

崎ざ
き

☎
０
９
０
・
１
４
０
０
・
５
４
１

７
／

85
・
２
３
４
１

業
務
内
容　
子
ど
も
の
安
全
・
健

康
の
確
保
、
遊
び
の
相
手
、
お
や

つ
の
用
意
等

応
募
資
格　
子
ど
も
が
好
き
で
、

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
べ
る
方

勤
務
時
間　
週
３
〜
４
日　
13
時

〜
18
時
30
分

※
１
日
３
〜
４
時
間
程
度
／
土
曜

　
日
を
含
む

賃
金　
時
給
７
８
０
円
以
上

※
交
通
費
は
規
程
内
で
支
給
（
上

　
限
あ
り
）
／
各
種
手
当
支
給
の

　
場
合
あ
り

募
集
人
数　
若
干
名

募
集
期
間　
３
月
10
日
㈪
〜
25
日

㈫　
必
着

選
考
方
法　
面
接
（
面
接
日
時
は

後
日
連
絡
し
ま
す
）

応
募
方
法
・
問
合
せ　
履
歴
書

（
写
真
添
付
）
を
直
接
ま
た
は
郵

送
で
、
く
り
っ
子
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
（
〒
３
４
９

－

１
１
０
２

久
喜
市
栗
橋
中
央
２
の
７
の
１

☎
52
・
６
０
７
８
）
へ

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル

渡
良
瀬
遊
水
地

ヨ
シ
焼
き
の
お
知
ら
せ

女
性
創
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー

ロ
ー
ズ
バ
ー
グ
市

友
好
親
善
訪
問
団

く
り
っ
子
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
パ
ー
ト
指
導
員
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◆
入
会
説
明
会

日
程　
①
３
月
19
日
㈬　
②
３
月

28
日
㈮　
各
10
時
〜
12
時

場
所　
①
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久

喜
会
議
室
１　
②
鷲
宮
東
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
さ
く
ら
）

申
込
期
限　
開
催
日
の
９
時

申
込
み
・
問
合
せ　
①
同
セ
ン
タ
ー

本
部　
☎
29
・
１
９
０
０　
②
同

セ
ン
タ
ー
鷲
宮　
☎
59・６
６
０
０

　
久
喜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
親
和
会
の
会
員
が
、
余
暇
や

趣
味
を
生
か
し
て
作
っ
た
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

日
程　
３
月
14
日
㈮
〜
18
日
㈫

９
時
〜
16
時

※
14
日
は
11
時
か
ら
、
18
日
は
14

　
時
ま
で

場
所　
中
央
公
民
館
１
階
ミ
ニ

ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
作
品　
絵
画
・
書
・
写
真
・

日
時　
３
月
23
日
㈰　
10
時
〜
14
時

場
所　
吉
羽
公
園

※
雨
天
時
は
、
太
田
集
会
所

内
容　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
ゲ
ー

ム
や
工
作
等
を
体
験
し
ま
す
。

※
昼
食
は
、
団
で
用
意
し
ま
す
。

対
象　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
野
外

活
動
等
に
興
味
が
あ
る
方
（
年
齢

不
問
）

費
用　
無
料

申
込
み　
不
要

そ
の
他　
入
隊
説
明
会
も
随
時
実

施
し
ま
す
。

問
合
せ　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
久
喜

団　
高た

か

木ぎ　
☎
22
・
８
０
０
０

〜
笑
っ
て
い
る
パ
パ
が
社
会
を
変

　

え
る
〜

日
時　
４
月
19
日
㈯　
10
時
〜
14

時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

３
階

※
希
望
に
よ
り
要
約
筆
記
者
を
配

　
置
で
き
ま
す
。

内
容　
１

講
演
会
（
午
前
の
部
）

２

絵
本
ラ
イ
ブ
（
午
後
の
部
）

講
師　
安あ

ん

藤ど
う

哲て
つ

也や

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン

副
代
表
理
事
）

対
象　
１

ど
な
た
で
も　
２

就
学

前
の
子
ど
も
の
い
る
親
子

定
員　
１

１
０
０
人　
２

親
子
30

組
（
超
え
た
場
合
抽
選
）

※
２
の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

費
用　
１
０
０
円
（
資
料
代
）

後
援　
久
喜
市
社
会
福
祉
協
議
会

そ
の
他　
１

託
児
あ
り
（
申
込
順

20
人
）

申
込
期
限　
３
月
25
日
㈫　
必
着

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
に
参
加

者
全
員
の
氏ふ

り

名が
な

、
子
ど
も
の
生
年

月
日
、
性
別
、
託
児
の
希
望
の
有

無
、
住
所
、
電
話
番
号
、
１

の
み

参
加
の
場
合
は
そ
の
旨
を
明
記
し
、

（
〒
３
４
６

－

０
０
０
５　
久
喜

市
本
町
郵
便
局
留　
子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
久
喜
ん
こ　
金か

な

井い

清き
よ

恵え

）
へ

問
合
せ　
金か

な

井い　
☎
０
９
０
・
２

４
３
２
・
１
３
６
５　
ま
た
は
山や

ま

中な
か（

18
時
以
降
）　
☎
０
９
０
・
２

５
６
３
・
２
１
４
９

日
程　
５
月
18
日
、
６
月
１
日
・

８
日
･
15
日
・
22
日　
各
日
曜
日

全
５
回　
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
所　
江
面
第
一
小
学
校
体
育
館

内
容　
剣
道
の
基
本
（
中
学
校
武

道
必
修
化
に
対
応
）

対
象　
小
学
生
以
上
の
男
女

定
員　
30
人
（
申
込
順
）

費
用　
無
料

持
物　
運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
期
間　
４
月
13
日
㈰
〜
30
日
㈬

申
込
み
・
問
合
せ　
久
喜
市
剣
道

連
盟　
飯い

い

田だ　
☎
22
・
２
８
６
５

／

21
・
２
０
０
８

日
時　
３
月
26
日
㈬　
16
時
受
け

付
け
／
16
時
30
分
開
始

※
予
備
日
４
月
２
日
㈬

場
所　
青
葉
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

講
師　
Ｊ
Ｆ
Ａ
公
認
指
導
ラ
イ
セ

ン
ス
所
持
者

対
象　
Ｕ
７
コ
ー
ス　
幼
稚
園
年

長
〜
小
学
２
年
生
／
Ｕ
９
コ
ー
ス

小
学
２
〜
４
年
生
／
Ｕ
12
コ
ー
ス

小
学
４
〜
６
年
生

※
現
在
、
既
存
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

　
ム
に
所
属
し
、
平
成
26
年
度
も

　
活
動
を
継
続
す
る
予
定
の
方
は

　
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

定
員　
各
コ
ー
ス
20
人（
申
込
順
）

費
用　
無
料

持
物　
サ
ッ
カ
ー
の
で
き
る
服

装
・
靴
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
、
飲

み
物
、
タ
オ
ル

受
付
期
間　
３
月
18
日
㈫
〜
25
日
㈫

申
込
方
法
・
問
合
せ　
電
話
ま
た

は
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）
で
、

松ま
つ

島し
ま

（
☎
53
・
５
５
３
９　
火
・

水
・
木
曜
日
10
時
〜
16
時
／
☎
０

９
０
・
９
３
０
０
・
８
５
９
０

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
10
時

〜
16
時
／
Ｅ
メ
ー
ルsportskh@

qb3.so-net.ne.jp

）
へ

※
こ
の
事
業
は
平
成
25
年
度
ス

　
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助
成
を
受

　
け
て
行
い
ま
す
。

手
工
芸
ほ
か

問
合
せ　
同
人
材
セ
ン
タ
ー　
片か

た

岡お
か　

☎
０
８
０
・
１
１
４
５
・
７

４
１
８

久
喜
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
１
日
体
験

久
喜
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
親
和
会
会
員

作
品
展

パ
パ
応
援
事
業

父
親
で
あ
る
こ
と
を

楽
し
も
う
！

剣
道
教
室

春
休
み
ジ
ュ
ニ
ア

サ
ッ
カ
ー
体
験
教
室
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１月27日㈪、ポップサーカスの久
く

保
ぼ

田
た

副社長が田中市長を表敬訪問しました。

日
程　
４
月
27
日
、
５
月
４
日
・

11
日
・
18
日
・
25
日
、
６
月
１
日・

22
日
・
29
日　
各
日
曜
日　
全
８

回　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

対
象　
中
学
生
以
上

定
員　
50
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　
３
０
０
０
円
（
保
険
料
、

ボ
ー
ル
代
）

申
込
期
限　
４
月
19
日
㈯　
必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　
往
復
は
が

き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
、
住
所
・

氏ふ
り

名が
な

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
久
喜
市
テ
ニ
ス
協
会　
角か

く

内う
ち

守ま
も
る

（
〒
３
４
６

－

０
０
０
１

久
喜
市
古
久
喜
１
３
４
の
３　
☎

23
・
５
７
７
９
／
Ｅ
メ
ー
ルkaku

uchi@
m
bf.nifty.com

）
へ

日
程　
①
４
月
17
日
㈭
・
24
日
㈭

②
４
月
18
日
㈮
・
25
日
㈮　
各
10

時
15
分
〜
11
時
45
分

場
所　
①
鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
お
お
と
り
）　
②
鷲

宮
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
さ
く
ら
）

内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
音
楽

に
合
わ
せ
た
簡
単
な
リ
ズ
ム
体
操

対
象　
ど
な
た
で
も

費
用　
無
料

持
物　
上
履
き
、
運
動
の
で
き
る

服
装
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
期
間　
３
月
15
日
㈯
〜
各
初

日
の
前
日

申
込
み
・
問
合
せ　
①
山や

ま

元も
と　

☎

58・４
１
０
２　
②
加か

藤と
う　

☎
58・

９
６
４
３

日
時　
３
月
28
日
㈮　
10
時
〜
12
時

場
所　
ク
ッ
キ
ー
こ
ど
も
広
場

（
久
喜
駅
西
口
ク
ッ
キ
ー
プ
ラ
ザ
５

階
）
お
よ
び
御お

ん

嶽た
け

山さ
ん

内
容　
電
車
や
風
景
を
見
な
が
ら

散
歩
を
し
て
御
嶽
山
へ
行
き
、
桜

を
見
な
が
ら
昼
食
を
と
る

対
象　
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
と

保
護
者

※
お
ん
ぶ
、
だ
っ
こ
、
ベ
ビ
ー

　
カ
ー
で
の
参
加
可

定
員　
10
組
（
申
込
順
）

費
用　
大
人
５
０
０
円
、
子
ど
も

３
０
０
円
（
お
弁
当
代
、
保
険
料

を
含
む
）

申
込
開
始　
３
月
10
日
㈪

申
込
み
・
問
合
せ　
子
育
て
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
た
ん
ぽ
ぽ　
☎
21
・

８
８
２
５　
月
〜
金
曜
日
10
時
〜

15
時

市
内
開
催
中

　
世
界
12
か
国
か
ら
集
結
し
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
達
が
繰
り
広
げ
る
、

迫
力
と
感
動
の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
サ
ー

カ
ス
シ
ョ
ー
。
９
年
振
り
の
埼
玉

公
演
は
初
の
久
喜
市
内
開
催
で
す
。

期
間　
４
月
13
日
㈰
ま
で

※
水
曜
日
休
演
。
公
演
時
間
は
日

　
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

場
所　
モ
ラ
ー
ジ
ュ
菖
蒲
大
テ
ン

ト
会
場

内
容　
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、
ド
ッ
グ

シ
ョ
ー
、
空
中
ブ
ラ
ン
コ
等

入
場
料　
前
売
券（
自
由
席
）大
人

２
５
０
０
円
／
子
ど
も
１
２
０
０

円
／
２
歳
以
下
膝
上
無
料

主
催　
読
売
新
聞
社

後
援　
久
喜
市
、
久
喜
市
教
育
委

員
会
ほ
か

問
合
せ　
ポ
ッ
プ
サ
ー
カ
ス
埼
玉

公
演
事
務
局　
☎
87
・
１
０
０
７

／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

pop-circus.co.jp

◆
健
康
体
操

日
時　
３
月
18
日
㈫　
13
時
〜
14
時

内
容　
「
サ
プ
ナ
21
健
康
体
操
久

喜
」
に
よ
る
健
康
体
操

◆
健
康
相
談

日
時　
３
月
19
日
㈬　
13
時
30
分

〜
15
時

内
容　
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定・

尿
検
査
、
健
康
相
談

◆
パ
ド
ル
健
康
体
操

日
時　
３
月
26
日
㈬　
10
時
〜
11
時

内
容　
パ
ド
ル
と
い
う
道
具
を
使
っ

た
健
康
体
操

講
師　
小こ

林ば
や
し

靖や
す

子こ

さ
ん

※
各
催
し
は
、
60
歳
以
上
の
方
が

　
参
加
で
き
ま
す
。

－

中
央
図
書
館

－☎
21
・
０
１
１
４

◆
名
作
映
画
会

日
時　
３
月
15
日
㈯　
13
時

内
容　
「
非ひ

情じ
ょ
う

城じ
ょ
う

市し

」
（
１
９
８

９
年
台
湾
作
品
）
１
５
９
分

定
員　
50
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　
無
料

－

鷲
宮
図
書
館

－☎
58
・
１
０
０
２

◆
読
み
聞
か
せ
Ｑ
＆
Ａ
講
座

日
時　
３
月
12
日
㈬　
10
時
30
分

内
容　
読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て
の

悩
み
や
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

講
師　
佐さ

さ々

木き

伸の
ぶ

衣よ

さ
ん

対
象　
読
み
聞
か
せ
の
活
動
を
し

て
い
る
方

申
込
み　
不
要

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

健
康
リ
ズ
ム
体
操

初
心
者
講
習
会

み
ん
な
で
お
花
見
に
行
こ
う

ポ
ッ
プ
サ
ー
カ
ス
埼
玉
公
演

い
き
い
き
温
泉
久
喜

☎
22
・
７
９
３
３

市
立
図
書
館
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◆
開
館
時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

　
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
４
月
１
日

㈫
か
ら
９
月
30
日
㈫
ま
で
の
間
、

次
の
と
お
り
開
館
時
間
を
延
長
し

ま
す
。

開
館
時
間　
９
時
〜
18
時

－

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

－

☎
85
・
７
０
２
１

◆
３さ

ん

Ｂび
ー

体
操
（
前
期
コ
ー
ス
）

　
３
Ｂ
体
操
は
、ボ
ー
ル
や
チ
ュ
ー

ブ
を
使
い
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体

を
動
か
す
体
操
で
す
。

日
程　
４
月
10
日
・
24
日
、
５
月

８
日
・
22
日
、
６
月
５
日
・
19

日
、
７
月
10
日
・
24
日
、
８
月
７

日
・
28
日
、
９
月
11
日
・
25
日

各
木
曜
日　
全
12
回　
10
時
〜
11

時
30
分

場
所　
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

講
師　
緒お

方が
た

奈な

緒お

美み

さ
ん
（
日
本

３
Ｂ
体
操
協
会
公
認
指
導
士
）

対
象　
市
内
在
住
者

定
員　
25
人
（
申
込
順
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
平
成

　
25
年
度
３
Ｂ
体
操
（
後
期
コ
ー

　
ス
）
に
参
加
し
て
い
な
い
方
を

　
優
先
し
ま
す
。

※
１
件
の
申
し
込
み
で
２
人
ま
で

費
用　
無
料

持
物　
運
動
し
や
す
い
服
装
、
室

内
用
の
運
動
靴
、
飲
み
物
、
ス
ト

レ
ッ
チ
用
の
敷
物

申
込
開
始　
３
月
11
日
㈫　
８
時

30
分

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

【
相
談
事
例
】

　
お
金
が
す
ぐ
に
必
要
に
な
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
「
即
日
、
低

金
利
で
融
資
す
る
」
と
広
告
し
て

い
た
業
者
に
電
話
で
借
金
を
申
し

込
ん
だ
。そ
の
業
者
か
ら
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
２
台
契
約
し
て
業
者

に
送
り
、
そ
の
契
約
書
も
Ｆ
Ａ
Ｘ

す
る
よ
う
指
示
さ
れ
、
そ
の
と
お

り
に
し
た
。
業
者
か
ら
、
さ
ら
に

家
電
製
品
を
購
入
し
て
送
る
よ
う

に
言
わ
れ
た
の
で
、「
話
が
違
う
」

と
言
っ
た
ら
、
２
万
円
だ
け
先
に

融
資
さ
れ
た
。
借
金
の
返
済
方
法

は
言
わ
れ
て
い
な
い
。
今
後
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

　
自
分
名
義
の
携
帯
電
話
等
を
携

帯
電
話
事
業
者
に
無
断
で
他
人
に

譲
渡
す
る
こ
と
は
、
携
帯
電
話
不

正
利
用
防
止
法
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
て
譲
渡
さ
れ
た
携

帯
電
話
は
、
振
り
込
め
詐
欺
、
ヤ

ミ
金
融
業
者
の
架
空
請
求
メ
ー
ル

の
送
信
な
ど
に
悪
用
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
消
費
者
が
、
知

ら
な
い
う
ち
に
犯
罪
行
為
に
加
担

す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
自
分
名
義
の
携
帯
電
話
は
、
絶

　

対
に
譲
渡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

②
消
費
者
が
「
融
資
の
た
め
」
と

　

思
っ
て
い
て
も
、
利
用
料
金
は

　

名
義
人
で
あ
る
消
費
者
に
請
求

　

さ
れ
ま
す
。
解
約
す
る
に
は
解

　

約
料
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
、

　

携
帯
電
話
を
分
割
払
い
で
購
入

　

し
た
場
合
に
は
、
残
り
の
代
金

　

を
支
払
う
義
務
も
あ
り
ま
す
。

③
利
用
料
金
を
支
払
わ
ず
、
解
約

　

も
せ
ず
に
放
置
し
て
お
く
と
、

　

料
金
滞
納
者
と
し
て
扱
わ
れ
ま

　

す
。
も
と
も
と
使
っ
て
い
た
携

　

帯
電
話
さ
え
も
利
用
で
き
な
く

　

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

④
自
分
名
義
の
携
帯
電
話
を
他
人

　

に
渡
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ

　

に
携
帯
電
話
会
社
に
連
絡
し
、

　

事
情
を
説
明
し
て
利
用
停
止
や

　

解
約
の
手
続
き
を
取
り
ま
し
ょ

　

う
。

⑤
犯
罪
に
利
用
さ
れ
る
可
能
性
も

　

あ
る
こ
と
か
ら
、
警
察
に
も
申

　

し
出
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
次
の
窓
口
へ

県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

☎
０
４
８
・
７
３
４
・
０
９
９
９

※
月
〜
金
曜
日
９
時
30
分
〜
16
時

市
消
費
生
活
相
談
室　
23
ペ
ー
ジ

の
無
料
相
談
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
生
活
安
全
課
市
民
生

活
・
青
少
年
係
（
内
線
２
６
３
３
）

◆
開
館
30
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
総
合
第
２
体
育
館
は
、
今
年
で

開
館
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
15
日
㈯　
９
時
30
分

〜
16
時
30
分

場
所　
総
合
第
２
体
育
館

内
容　
【
屋
内
】
記
念
式
典
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
親
善
試
合
の
観
戦
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
お
よ
び
ベ
リ
ー
ダ
ン

ス
の
演
舞
、
小
学
生
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
体
験
教
室

※
体
験
教
室
は
参
加
費
１
人
５
０

　
０
円
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）、

　
平
成
26
年
４
月
就
学
予
定
児
童

　
の
参
加
可

【
屋
外
】
参
加
型
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
（
輪
投
げ
・
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
・
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
ほ
か
）、

模
擬
店
（
手
打
ち
そ
ば
、
焼
そ

ば
、
カ
レ
ー
、
お
し
る
こ
等
の
販

売
）

持
物　
上
履
き

児
童
セ
ン
タ
ー

☎
21
・
８
１
８
１

保
健
セ
ン
タ
ー

くらしの

110番
情報

携
帯
電
話
で
融
資
？

総
合
体
育
館☎

21
・
３
６
１
１

21
・
１
４
５
５
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内　　　容 日時・日程 場　　　所 申込み・問合せ

人権相談・女性相談

３月19日㈬
13時～15時

農業者トレーニングセンター
後継者対策室、和室

菖蒲総合支所総務管理課
☎85－1111（内線215）

３月20日㈭
13時30分～15時30分

栗橋総合支所２階
第２・４会議室

栗橋総合支所総務管理課
☎53－1111（内線322）

３月24日㈪
10時～12時

鷲宮総合支所４階
会議室

鷲宮総合支所総務管理課
☎58－1111（内線318)

４月10日㈭
13時15分～16時15分

ふれあいセンター久喜
会議室２・３・４・５

人権推進課人権推進係
（内線2321）

女性の悩み
（カウンセリング）相談
【要予約】

３月14日㈮
13時～17時 市役所４階

相談室３
人権推進課男女共同参画係
（内線2322）４月４日㈮

13時～17時

法律相談
【要予約】１か月前から
（１か月前が土・日曜日、
祝日にあたる場合は翌日の
平日８時30分から）

４月10日㈭
13時30分～16時30分

鷲宮総合支所４階
406会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

４月21日㈪
13時30分～16時30分

栗橋総合支所２階
第４会議室

公文書館２階
第１会議室

５月１日㈭
13時30分～16時30分

菖蒲総合支所４階
第３集会室

５月９日㈮
13時30分～16時30分

市役所４階
第５会議室

行政相談
（国の事務に関すること）

３月18日㈫
９時30分～12時

栗橋総合支所２階
第４会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

鷲宮総合支所４階
406会議室

３月18日㈫
13時30分～16時

菖蒲総合支所４階
第２集会室

３月19日㈬
13時30分～16時

市役所４階
第６会議室

消費生活相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所３階
消費生活相談室 消費生活相談室　☎22－3925

※お問い合わせは、生活安全課
　市民生活・青少年係
（内線2633）特設消費生活相談 ３月14日㈮

10時～12時／13時～16時
鷲宮総合支所４階
406会議室

年金相談
【要予約】

３月19日㈬
９時～12時／13時～15時

鷲宮総合支所４階
405会議室

鷲宮総合支所市民課
☎58－1111（内線126）

住宅耐震相談
（木造２階建て以下に限る）

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～12時／13時～17時

市役所第二庁舎１階
開発建築課

開発建築課建築指導係
☎22－1111（内線177）

内職相談 毎週火・金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

商工観光課まで
お問い合わせください。

商工観光課商工労働係
（内線2881）

家庭児童相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

市役所１階子育て支援課
※電話相談可

子育て支援課子育て支援係
（内線3283）

子育て相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時30分

地域子育て支援センター
ぽかぽか／くぷる／すまいる

※電話相談可

地域子育て支援センター
ぽかぽか　☎21－8596
くぷる　　☎55－1147
すまいる　☎59－7510　

児童相談 毎週月～金曜日（祝日・休館日を除く）
９時～16時

児童センター／鷲宮児童館
※電話相談可

児童センター　☎21－8181
鷲宮児童館　　☎58－7054

育児相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

各市立保育園
※電話相談可

交通事故発生状況　１月
人　身　事　故 物損事故

件数 死者数 重傷者数 軽傷者数 件数

66 0 8 77 303

※上記は速報数値のため後日変更になる場合があります。

火災・救急統計速報　１月
建　物 3 急　病 346
車両・船舶 0 交　通 58
その他 5 その他 161
火災件数 ８ 救急件数 565

さくら☎21－0787／すみれ☎21－0120／ひまわり☎22－8246
あおば☎22－2566／中央☎23－6030／中央分園☎21－7870
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手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市役所　☎ 22－1111／  22－3319●無　料　相　談



診療日 診療時間

３月２日㈰・９日㈰・16日㈰・23
日㈰・30日㈰、４月６日㈰ 19時～22時　

３月21日㈷ 14時～17時／
19時～22時　

　市が実施している次の予防接種の接種期限が迫っています。まだ接種していない方は、早めに接種し
ましょう。
◆麻しん風しん混合予防接種

対象　市内に住民登録があり、次に該当する方
・第１期　生後12か月から24か月未満　・第２期　平成19年４月２日～平成20年４月１日生まれ
◆二種混合（破傷風・ジフテリア）予防接種

対象　市内に住民登録がある11歳以上13歳未満の方
※接種の推奨年齢は小学６年生です。
※転入等により市の予診票をお持ちでない場合や市外の医療機関で受ける場合は、お住まいの地区の保
健センターへご連絡ください。
費用　無料　　問合せ　各保健センター

助成対象　接種時に市内に住民登録があり、次の①・②のいずれかに該当する方
①妊娠を予定または希望している19歳以上49歳以下の女性
②妊娠をしている女性の配偶者（内縁を含む）
※風しんにかかったことがある方、過去に風しん（麻しん風しん混合を含む）の予防接種を受けたこと
がある方、妊娠している方を除く。
助成対象接種期間　平成25年４月１日から平成26年３月31日までの接種
※４月以降は、助成対象や金額などが変更になる可能性があります。
助成金額　3,000円（１回限り）
※予防接種費用は各医療機関によって異なりますので、接種する医療機関へお問い合わせください。
※予防接種費用が助成金額未満の場合は、助成金額は予防接種費用の額とします。
使用ワクチン（どちらか一方）　・風しんワクチン（単独）・麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲ）
申請手順　１３月31日までに医療機関で予防接種を受け、接種費用を全額支払い、接種内容（被接種者
名、予防接種名、接種日、支払金額、医療機関名）が分かる領収書等を受け取ってください。　２次の
（ア）～（エ）を各保健センターに提出してください。後日、助成金額を指定の口座に振り込みます。
（ア）久喜市大人の風しん予防接種費用助成金申請書
（イ）久喜市大人の風しん予防接種費用助成金請求書
（ウ）接種内容が分かる書類（領収書等）の原本
（エ）（助成対象②の方のみ）児の母子健康手帳の1ページ目の写し
※（ア）・（イ）は、各保健センターで配布。市ホームページからもダウンロード可。
※（イ）には、振込先の金融機関と口座の記入が必要です。振込先の分かるものと印鑑を用意してくだ
さい。
※提出書類に不備がない場合は郵送申請もできますので、各保健センターまでお問い合わせください。
申請受付期限　４月30日㈬　消印有効
申請先・問合せ　各保健センター

予防接種の接種期限は３月31日㈪です

大人の風しん予防接種費用の一部を助成します
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久喜・白岡休日夜間急患診療所　☎＆ 　21－9090

診療科目　内科・小児科

受付時間　診療開始30分前から終了30分前まで

所在地　本町５－10－47（中央保健センター併設）

※お問い合わせは診療時間内にお願いします。

●埼玉県救急医療情報センター（医療機関案内）

　☎048－824－4199【24時間対応】
　（歯科・精神科案内と医療相談は除く）

●小児救急電話相談

♯8000　☎048－833－7911
受付時間　月～土曜日　19時～翌朝７時／
　　　　　日曜日、祝日、年末年始　９時～翌朝７時

●埼玉県精神科救急情報センター
（緊急的な精神科医療相談・医療機関案内）

　☎048－723－8699
受付時間　月～金曜日　17時～翌朝８時30分／
　　　　　土・日曜日、祝日　８時30分～翌朝８時30分



事業名 実施日時等 対象者等

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

10か月児健康診査 ４月10日㈭　受付：13時～13時45分 平成25年５月生まれ
１歳６か月児健康診査 ３月13日㈭　受付：13時～13時45分 平成24年９月生まれ
３歳児健康診査 ３月12日㈬　受付：13時～13時45分 平成22年11月生まれ
乳幼児健康相談 ３月14日㈮　受付：９時30分～11時
むし歯予防教室【要予約】 ３月20日㈭　受付：９時～10時10分 平成23年９月～12月生まれ
ママ・パパ教室【要予約】 ３月11日㈫、17日㈪、22日㈯ 出産予定日が平成26年６月～７月の妊婦とその家族
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
食生活相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
不登校・ひきこもり家族の
つどい

３月10日㈪　14時～16時
場所：中央公民館 登校拒否・不登校・ひきこもりで悩んでいる家族

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

10か月児健康診査 ３月10日㈪　受付：12時30分～12時50分 平成25年４月～５月生まれ
３歳児健康診査 ４月９日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成22年11月～12月生まれ
乳幼児健康相談 ４月７日㈪　受付：13時30分～15時
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
食生活相談【要予約】 ３月25日㈫　９時～12時 市内在住者

健康体操 ３月26日㈬　13時30分～15時
場所：農業者トレーニングセンター 市内在住者

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ３月18日㈫　受付：13時～13時30分 平成25年11月生まれ

１歳６か月児健康診査
３月11日㈫　受付：12時50分～13時30分 平成24年７月16日～８月31日生まれ
４月８日㈫　受付：12時50分～13時30分 平成24年９月１日～10月15日生まれ

３歳児健康診査 ３月25日㈫　受付：13時～13時30分 平成22年11月生まれ

乳幼児健康相談 ３月10日㈪・24日㈪
受付：９時30分～11時

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

ウオーキング体操 ４月３日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

ダンベル体操 ３月20日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

多胎児のつどい（双子・三
つ子の保護者のつどい）

３月12日㈬　10時30分～11時30分
場所：栗橋地域子育て支援センター
　　　（くぷる内） 双子・三つ子の保護者
４月９日㈬　10時30分～11時30分
場所：栗橋保健センター

コアラ（障がいのある子ど
もの保護者のつどい） ３月18日㈫　９時30分～11時30分 心や身体にハンデのある子どもの保護者

わかちあいるーむ（精神障
がい者の家族のつどい） ３月20日㈭　13時30分～15時30分 精神障がい者とその家族

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ３月12日㈬　受付：13時～13時45分 平成25年11月生まれ
10か月児健康診査 ３月14日㈮　受付：13時～13時45分 平成25年５月生まれ
１歳６か月児健康診査 ３月19日㈬　受付：13時～13時45分 平成24年８月生まれ
３歳児健康診査 ３月18日㈫　受付：13時～13時45分 平成22年11月生まれ
乳幼児健康相談 ３月13日㈭　受付：13時～14時
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ３月20日㈭　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

　各保健センターで行う事業は、原則としてその地区の住民の方の参加・受診が主になります。ほかの地区で受診
や参加を希望される場合は各保健センターにお問い合わせください。
　また、乳幼児の発育発達（運動面、言語面）について、医師、理学療法士、言語聴覚士による個別相談を実施し
ています。日程等については、各保健センターにお問い合わせください。

保健センターの保健事業 ３月10日㈪～４月10日㈭（３月１日～９日は広報くき２月１日号に掲載）
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手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●健康コーナー
中央保健センター☎21－5354／菖蒲保健センター☎85－7021

栗橋保健センター☎52－5577／鷲宮保健センター☎58－8521



会津見送り稲荷の内
ない

殿
でん

および神
しん

体
たい

提燈祭り（明治時代） 栗橋の町並み（明治時代）

　
市
指
定
文
化
財
会
津
見
送
り
稲
荷
の
内
殿
お
よ

び
神
体
は
、
久
喜
市
栗
橋
東
の
国
道
４
号
沿
い
に

あ
る
民
家
敷
地
内
の
「
会
津
見
送
り
稲
荷
」
と
呼

ば
れ
る
祠ほ

こ
ら

に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
３
月
の
初は

つ

午う
ま

の
日
に
近
い
日
曜
日
に
は
お
祭
り
が
開
か
れ
、

に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
す
。

　
会
津
見
送
り
稲
荷
の
神
体
と
そ
れ
を
納
め
る
内

殿
は
と
も
に
木
製
で
、
神
体
に
は
彩
色
が
施
さ

れ
、
仏
教
で
稲
荷
を
意
味
す
る
茶だ

吉き

尼に

天て
ん

が
狐
に

乗
っ
た
姿
を
現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
形
態
の
像

は
、
豊と

よ

川か
わ

稲い
な
り荷
（
愛
知
県
豊
川
市
）
を
は
じ
め
、

寺
院
で
稲
荷
を
祀
る
場
合
に
多
く
見
ら
れ
、
神
道

と
仏
教
が
混
在
し
、
融
合
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た

時
代
の
様
相
を
よ
く
現
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
神
体
の
底
面
に
は
、
付
近
に
あ
る
常じ

ょ
う

薫く
ん

寺じ

の
住
職
が
文ぶ

ん

政せ
い

年
間（
１
８
１
８
〜
１
８
３
０
）

に
こ
の
像
を
奉
納
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
津
見
送
り
稲
荷
に
は
、
こ
の
他
に
天て

ん

明め
い

５
年

（
１
７
８
５
）
に
陸む

つ
の
く
に

奥
国
会
津
藩
（
福
島
県
会
津

若
松
市
）
の
藩
士
が
奉
納
し
た
手ち

ょ
う

水ず

鉢ば
ち

が
あ
り
、

名
称
の
由
来
と
も
な
っ
た
次
の
よ
う
な
伝
説
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
文
化
財
保
護
課
文
化
財
・
歴
史
資
料
係

　
　
　
　
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３
７
２
）

　
江
戸
時
代
、
会
津
藩
士
が
、
参さ

ん

勤き
ん

交こ
う

代た
い

の
先せ

ん

遣け
ん

隊た
い

と
し
て
日に

っ

光こ
う

道ど
う

中ち
ゅ
う

を
通
行
し
、
江
戸
へ
向
か
っ

た
と
こ
ろ
、
栗
橋
付
近
で
出
水
の
た
め
通
行
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
道
筋
も
分
か
ら
な
く
な
り
困

り
果
て
て
い
た
と
こ
ろ
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
現

れ
た
白
髪
の
老
人
の
道
案
内
に
よ
っ
て
、
こ
の
藩

士
は
無
事
江
戸
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
後
に
こ
の
老
人
が
狐
の
化
身
と

分
か
り
、
栗
橋
の
地
に
お
祀
り
し
た
の
だ
と
い
い

ま
す
。

　
ま
た
一
説
に
は
、
茶
店
で
休
憩
中
の
会
津
藩
士

が
大
事
な
物
を
忘
れ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
責
任
を

感
じ
て
死
を
決
意
し
た
と
こ
ろ
、
白
髪
の
老
人
が

現
れ
、
死
を
思
い
止
め
さ
せ
た
と
も
い
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
会
津
見
送
り
稲
荷
は
、
遠
く
離

れ
た
会
津
地
方
の
人
物
の
足
跡
を
今
日
に
伝
え
て

い
ま
す
。
江
戸
と
日
光
、
そ
し
て
東
北
地
方
を
結

び
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
往
来
し
た
日
光
道
中
に

関
わ
る
本
市
な
ら
で
は
の
文
化
財
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

　明治から昭和30年代までの懐かしい風景を写した写真を紹介する特別展を開催します。
日程　３月22日㈯～６月29日㈰　10時～18時
※月曜日（祝日は除く）、祝日の翌日、月末の金曜日、
　５月７日、６月24日・25日は休館日です。
場所　郷土資料館展示室２
内容　町並み、寺社、祭り、鉄道、学校などを写した
　　　古写真の展示や、展示写真と同時代のくらしを
　　　再現した展示
入場料　無料
問合せ　郷土資料館　☎57－1200

連
載　

久
喜
歴
史
だ
よ
り
（
第
29
回
）

会
津
藩
士
の
伝
説
を
伝
え
る

会あ

い

津づ

見み

送お

く

り
稲い

な

り荷

郷土資料館第４回特別展

「懐かしいふるさとの風景－久喜を写した古写真展－」

3/22㈯　～6/29㈰
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こ
の
広
報
紙
は
６
０
５
０
０
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
19
円（
う
ち
広
告
料
収
入
を
除
い
た
市
負
担
は
１
部
14
円
）で
す
。

人
権
標
語

「
あ
り
が
と
う
」　

人
の
心
は　

温
か
い　

久
喜
南
中
学
校
１
年　

瀧た

き　

愛あ

い

未み
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